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巻頭言 

 

Withコロナの時代における授業研究 

 
 これまで池田地区附属 3 校（附属池田小学校・附属池田中学校・附属高等学校池田校

舎）では、附属学校の独自性と特色を生かしつつ、時代がそのつど学校教育に求める教育

理念を実践へと結びつけて行く共同研究を続けてきました。平成 22〜24 年度は、「自立

し協同する力を育む教育」というテーマで「生きる力」の育成の在り方を考え、平成 25
〜27 年度は、「つながり、かさなり、ひろがる授業」というテーマで「確かな学力」の向

上を目指す授業づくりを探究し、平成 28〜30 年度は、「「『つなぐ力』をもった子どもの

育成」というテーマで、「知識をつなぐ力」・「人と人とをつなぐ力」・「時間と空間をつな

ぐ力」について、研究と実践を積み重ねてきました。これらの成果を踏まえて令和元年度

には、「社会とつながり、明日を切り拓く資質・能力の育成」というテーマを設定して、

新しい時代に必要な「資質・能力」とは何かを考え、その育成方法について 3 校で多面

的なアプローチを展開し、発表しました。令和 2 年度はその第 2 年次に当たります。今

年度は、この「アプローチの仕方」をさらに掘り下げ、「探究」をキーワードにして、サ

ブテーマとして「探究のプロセスの構築」を設定しました。 
 なぜ「探究のプロセス」なのでしょうか。附属池田中学校は、令和 2 年に国際バカ

ロレア(IB)教育の中等教育課程（MYP）認定校となりました。探究学習は IB の要となる

ものです。附属池田中学校では IB の候補校段階から「探究のプロセス」について各教科

で研究を続けてきました。その一方で新しい学習指導要領では、「主体的・対話的で深い

学び」が重視されています。IB での探究学習と新学習指導要領での学びをどのように関

連づけ、融合させるかについて、各教科で授業研究と実践を重ねた成果が本紀要の内容と

なっています。各教科における違いがあっても、本校の授業における探究のプロセスに、

IB 教育の特徴（概念学習、ATL スキル、グローバルな文脈、コミュニティ・プロジェク

トなど）がどのように反映しているのかを読み取っていただけたら幸いです。 
令和 2 年の春から現在まで、新型コロナウイルスの流行が、学校教育にも大きな影響を

与え続けています。コロナウイルスの感染防止対策に追われて、授業の内容も方法も大き

な変更を迫られる中での授業研究となりました。その成果の発表もインターネット上で行

うという、新しい形式となりました。私たち附属池田地区３校の教職員にとって、物理的

にも時間的にも限られた授業の中で、探究のプロセスを重視した授業をいかに展開してい

くかが、大きな課題となりました。このような困難な状況の中で、附属池田中学校の取り

組みの成果をまとめたのが本紀要です。本紀要をご覧いただいた皆さまからの忌憚のない

ご意見とご指導を賜り、さらに研究を深めて参りたいと考えております。 
 
令和３年１月吉日 

大阪教育大学附属池田中学校 校長 
大阪教育大学附属高等学校池田校舎 主任 

瀬戸口 昌也 
 



 
 

 
 

Ⅰ．総論  
－研究の経緯と概要－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



社会とつながり明日を切り拓く資質・能力の育成 

～探究のプロセスの構築～ 

                    

大阪教育大学附属池田中学校 研究部 

 

 研究主題について 

(1)本研究において育成する「資質・能力」 

今回の学習指導要領の改訂（小中学校平成 29 年告示・高等学校平成 30 年告示）は，中

央教育審議会答申（平成 28 年 12 月）を踏まえ， 

① 教育基本法，学校教育法などを踏まえ，これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を

生かし，子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成すること

を目指すこと。その際，子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し，

連携する「社会に開かれた教育課程」を重視すること。 

② 知識及び技能の習得と思考力，判断力，表現力等の育成のバランスを重視する平成 20 

年改訂の学習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上で，知識の理解の質を更に高

め，確かな学力を育成すること。 

③ 先行する特別教科化など道徳教育の充実や体験活動の重視，体育・健康に関する指導

の充実により，豊かな心や健やかな体を育成すること。*¹ 

を基本的なねらいとして行われたものである。また，子供たちに求められる「資質・能力」

については，全教科等の目標及び内容において，明確に示されている。 

 

本主題に基づく研究は，大阪教育大学附属学校池田地区 3校（小学校・中学校・高等学

校池田校舎，以下「池田地区附属 3 校」とする。）が，各校種の移行期間・全面実施初年

度等（高等学校は 2022 年度入学生徒から年次進行で実施）を含む，2019～2021 年度の間，

行うものである。池田地区附属 3校は，大阪教育大学の学生の教育実習校であり，現職教

育への奉仕をする学校であることから，今，学習指導要領の趣旨を具現化する教育を実践

し，モデルとして示すことは，我々に課せられた使命であると考える。従って，本研究に

おいて育成する「資質・能力」は，我々が次の改訂等を見据えて独自に設定するものでは

なく，学習指導要領が示す「資質・能力」とし，池田地区附属 3校の共同研究により，そ

の確実な育成と各校種間の円滑な接続を目指す。 

 

(2)「社会とつながる」ことについて 

池田地区附属 3校は，2016～2018 年度の間，「『つなぐ力』をもった子どもの育成」を主

題とし，子供が主体的に「自己」と「各教科・領域」・「他者」・「社会」・「将来」をつなげ

る力を育成することを目指し，研究を重ねてきた。 

変化の激しい社会を生きる子供たちにとって，予測できない変化に受け身で対処するの

ではなく，自らが創り手として，よりよい人生や社会の在り方を考え，問題を発見・解決

していく力の育成は喫緊の課題である。本研究では，過年度の研究と子供たちが生きる社

会の課題等を踏まえ，「社会とつながる」ことについて，「学習内容を自分の人生や社会と

結び付けて考え，生かそうとすること」と定義し，具体の取組として各教科等の実践に位

置づけることによって，本研究が目指す「資質・能力」育成の一助とする。 

 

 



重点取組事項 

(1) 各重点取組事項と研究全体の関係 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)重点取組事項について 

  ①「主体的・対話的で深い学び」を実現する「探究のプロセスの構築」 

中央教育審議会の答申（平成 28 年 12 月）において，「主体的・対話的で深い学び」

の実現のための視点は，以下３点に整理されている。 

ア 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，

見通しを持って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主

体的な学び」が実現できているか。子供自身が興味を持って積極的に取り組むと

ともに，学習活動を自ら振り返り意味付けたり，身に付いた資質・能力を自覚し

たり，共有したりすることが重要である。 

イ 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考える

こと等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

身に付けた知識や技能を定着させるとともに，物事の多面的で深い理解に至るた

めには，多様な表現を通じて，教職員と子供や，子供同士が対話し，それによっ

て思考を広げ深めていくことが求められる。 

ウ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え

方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査

して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に

創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。子供たちが，各

教科等の学びの過程の中で，身に付けた資質・能力の三つの柱を活用・発揮しな

がら物事を捉え思考することを通じて，資質・能力がさらに伸ばされたり，新た

な資質・能力が育まれたりしていくことが重要である。教員はこの中で，教える

場面と，子供たちに思考・判断・表現させる場面を効果的に設計し関連させなが

ら指導していくことが求められる。 



 

②総合的な学習の時間を核とした探究型概念学習 

本校は，「国際バカロレア（IB）中等教育プログラム

（MYP）」の認定校である。IB が掲げる使命は，本

校の教育方針と重なり合う部分が多分にあることか

ら，認定校を目指すに至った。また、教科横断的・探
究的な教育内容の設定，評価，ATL スキル等，我が国
の教育の⽅向性である新学習指導要領とも重なり合
う部分が⾮常に多い。IB で重要視されている探究型
概念学習を新学習指導要領でも⽰されている探究的
な学習における⽣徒の学習の姿「課題の設定→情報
の収集→整理・分析→まとめ・表現」という探究のプ
ロセスを活⽤することでより学びが深まっていくと
考える。 
そこで 2020 年度については前述の IB の手法に探

究のプロセスを取り入れた学習活動を行うことを通

して主題に迫る。 



 
 

 
 

Ⅱ．各教科等の取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」を育む国語科授業 

 
国語科 小林信之 

 
 

１．主題設定の理由 

平成 29 年 3 月にまとめられた（新）中学校学習指導要領解説国語編では，国語科で育成する資

質・能力を以下の三つにまとめている。 

（1）社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

（2）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。 

（3）言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の言語文化に関わり，国

語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

これらの資質・能力は，今年度の本学における研究テーマ「社会とつながり，明日を切り拓く資

質・能力の育成 ～探究のプロセスの構築～」においては「社会とつながる」力をもった子どもを

育成ための探求プロセスを授業者が構築することにより培われるといえる。 

それでは，「社会とつながる」ためにはどのような機会が提供されるべきであり，国語科において

はどのような授業デザインであれば「探究プロセス」を辿らせることができるのであろうか。 

文部科学省教育課程部会ワーキンググループが提示している資料によると，探究のプロセスとは，

即ち「課題の設定，情報の収集，整理分析，まとめ・表現」のサイクルを発展的に繰り返していて

くことであるとしている。 

「生徒自身が課題の設定を 

行い，設定した課題に基づい 

て情報を集め，それらを整理 

・分析し，課題の解決案を自 

分の意見としてまとめ，表現 

する。この表現したものに対 

する他者からの質問や意見， 

あるいは自身の振り返りをき 

っかけに，また新たに発生し 

た疑問や問題意識について， 

新たな課題を設定し，情報収 

集や整理・分析に取り組んでいく。  (文部科学省 HP より 赤の強調は筆者追記) 

このように，自らの考えや課題を更新し，探究のサイクルをらせん状に繰り返していくことを探

究的な学習では目指している。そしてそのサイクルの中で必要となるスキルや知識が，繰り返しの

活動の中で身に付いていくことになると考えらえる。 

また，この表において「社会」に言及した部分は２箇所ある。それは，探究活動において，「探究

的な課題解決が社会の形成者としての自覚へとつながり，積極的に社会活動へ参加しようとする，



社会参画や社会貢献の態度の育成」，もう１つが，学ぶ中で獲得する「実社会の課題に関する事実的

知識」である。 

今年度は中学校国語科教科会として，この探究プロセスの「情報の収集」と「整理・分析」に焦

点をおき，収集した複数のテクスト(情報)を比較し，つなぐ(整理・分析する)活動の中で実社会と

自己をつなぐ探究学習を研究テーマとする。 

たとえば複数のテクストが存在するとき，その性質がどのようなものであったとしても，比較を

することができる。比較する労力に見合うだけの価値を出現させるには，どのような目的で，何に

注目して読むのか，その観点の設定が非常に大切である。 

さらに，全ての言葉には背景と前後関係がある。一つのテクストには，それが表現されるに至る，

表現者のものの見方・考え方と言葉の選択，それがどのようなタイミングで表現されたかによって

持つ特別な意味など，多くの要素が複合的に絡み合い，テクストを唯一無二のものとする。 

つまり，テクストとテクストをつなぐ力をつけることが，自己とテクスト，自己と他者(社会)を

つなぐことになると考える。 

以上より，今回は複数のテクストにおいて観点を見いだして関連づけ，理解する力を伸ばすため

の探究学習の機会の提供を試みる。 

 

２．（１）本年度の実践例 １ 

【２年】 

複数のテクスト間で観点を見出して関連づけ，理解する力を育む指導 

授業者 小林 信之 

（１）対 象 第２学年 １４４名 

 

（２）単元名 二千五百年前からのメッセージ ―孔子の言葉― 

 

（３）単元設定の理由 

近年の各種調査によって，中学校・高等学校の生徒による古典学習に対する興味・関心，また古

典学習の意義に関する意識が低調であることが明らかになってきている。平成 29 年度の全国学力・

学習状況調査における「古典は好きですか」という質問に対し，肯定的な回答をした生徒が 33%に

とどまったという報告がその一例である(中学校調査・生徒質問紙・回答結果集計)。こうした事実を

ふまえ，来年度より全面実施となる新学習指導要領においては，古典を学習する楽しさや意義を感

じさせる指導が求められている。 
中学校における漢文の学習指導に関しては，教科書の教材選択の範囲と指導内容においてここ数

年大きな変化はない。教材としては故事成語，漢詩，そして『論語』が取り上げられている。これ

らを使用した指導においても，『論語』に限るならば，(1) 漢文訓読体の音読，(2) 語句や意味の理

解，(3) 『論語』の言葉を現代の生活にあてはめてとらえ返してみること，などが盛んにおこなわれ

ている。 
授業者が『論語』に見出す教材的価値は 3点ある。 



1点目は，国際バカロレア(IB)教育の「言語と文学」領域における存在感である。 
本校は IB の中学校過程である MYP の認定校である。学校教育法第 1条校でもあるため，日本の

学習指導要領に則ったカリキュラムを編成しつつ，IB 教育も行っている。 
「国語科」にあたる「言語と文学」領域は，高等学校過程である DP においては４つのパートか

らなり(パート１：翻訳作品・パート２：精読学習・パート３：ジャンル別学習・パート４：自由選

択)，パート１では「１つの文化，あるいは複数の文化に根ざした１つの言語で書かれた文学作品だ

けではなく，幅広い文学を学びます。翻訳作品の学習は，文学作品を通じて異なる文化の視点を導

入するうえで特に重要です」と指導の手引きにあるように，IB の特色の１つとなっている。 
そのパート１の「指定翻訳作品リスト(PLA)」に『論語』は含まれており，同時にパート４：自由

選択においても「古典」分野は国内外において定番の選択肢として用いられる。つまり，IB 教育が

今後日本国内で普及・浸透していくのであれば，『論語』は，IB 教育の文脈上から脚光を浴び，見

直される余地のある教材ということになる。 
２点目は，道徳資源としての価値である。 
道徳性は従前の通り，あらゆる教育活動を通じて育むべきものである。そのため，各教科の目標

や内容には，生徒の道徳性の育成に関係の深い事柄が直接・間接に含まれている。『中学校学習指導

要領解説 道徳編』では，道徳教育と国語科との関わりにおいて，国語科によって「人間と人間と

の関係の中で，互いの立場や考えを尊重しながら言葉で伝え合う力を高めることは，学校の教育活

動全体で道徳教育を進めていく上での，基盤となるものである」と指摘されており，教科指導にお

いて道徳教育を適切に行うためには，まず，それぞれの特質に応じて道徳教育に関わる側面を明ら

かにし，それらに含まれる道徳的価値を意識しながら指導することが肝要である。 
近年，「p4c」（子どものための哲学）や「考え，議論する道徳」など，臨床哲学的な対話型授業を

導入することで，道徳は価値の押しつけではなく，価値の多様性を認め，自己を相対化する学びへ

と変わりつつある。 
そもそも，漢文は，哲学資源として不朽の古典であり，江戸時代には，素読→講釈→会読という

システム化された学習スタイルができていた。学びの最終段階である会読は，素読を終了し，意味

を理解した，同程度の学力をもつ生徒たちが，一室に集って，所定の経典の，所定の章句をもとに，

互いに課題を出し合い，それについて意見を闘わせるといった，「集団研究をする共同学習の方式」

である。つまり，漢文という文体には，現在の Active Learning の学び方としてふさわしいといえる

のではないだろうか。特に中国古代思想のエッセンスそのもののである『論語』の文章は，その親

しみやすさも含めて，道徳的価値についての議論に強靭に耐える，対話的で深い学びを実現できる

教材だといえる。 
３点目は，探究的な学習材としての価値である。 
今回は，本学の研究テーマである「探究プロセス」という視点から，漢文の指導においてどのよ

うなアプローチが可能であるか，模索してみたい。 
『論語』は，中国古代の思想家孔子やその門人たちの言行を，孔子の死後まとめたものである。

後世，日本を含めた全世界に絶大な思想的影響を与え，日本においては近世以降の道徳的価値観の

基盤を形成する役割を果たした。戦後も教科書教材として採用され続け，日本国内で公教育を受け



た授業者および学習者のほとんどは，幼少より家庭教育において『論語』の思想的影響を受け，「仁」

や「孝」といった抽象的概念を，本書を読むことなくとも肌感覚では理解，体得しているのである。 
それゆえ，『論語』本文の内容理解に重点を置いた授業を展開すると，学習者にとっては兎角つま

らないものになりやすい。それは内容が学習者にとって「当たり前のこと」であり，上述の(1) 漢文

訓読体の音読に慣れさえすれば，分かった気になってしまう学びの浅い単元とみなしがちなものだ

からである。また，限られた授業時数の配分上，漢文の学習に多くの時間を割くわけにもいかず，

教科書会社各社の学習指導書においても，多くの場合２～３時間の配当となっている。 
『論語』には，孔子の学問や人生に対する考え方が簡潔な言葉で書かれおり，それぞれに深い意

味を持つ。この短い漢字の言葉は，短いがゆえに時代によって主流となる解釈が異なる。それは概

ね 3種類の注釈に大別される。 
①古註…漢から唐にかけての注釈。何晏の『論語集解』， 皇侃の『論語義疏』， 邢昺の『論 

語正義』 
②新註…南宋・朱熹による注釈『論語集注』 
③近世の註…清の劉宝楠『論語正義』，江戸の伊藤仁斎の『論語古義』，荻生徂徠の『論語徴』 

これらは，それ以前の研究を踏まえ，自身の研究の意義をかけて，新味を加え新たな解釈を提案

する。結果，時に『論語』本文は同じであるのに，その解釈は正反対の意味となるものもある。な

ぜ『論語』において多様な解釈が並立して存在しうるのか。それは漢字の持つ多義性および解釈者

の抱く，或いは時代の要請する孔子像があって，解釈の妥当性が左右されるからだと思われる。ま

た，その解釈の根拠とする他の資料（先行文献）の取捨選択や，それを信用するか否かの違いとい

う研究者としての態度も影響している。 
文章が短く，漢字の意味も多義であり，二千五百年前の人物の言行録であるがゆえに，『論語』と

向き合う者は皆，解釈者としての立場に立つ。 
教科書の訳や解釈を絶対視するのではなく，訳や解釈に唯一の正解は存在せず，あくまでも妥当

性，多数の共感や納得が得られた解の一つである，という国語科における「解」への基本的な態度

を改めて確認することができ，また，それらは学習者の意見と対等な関係にある一意見であり，相

対化するために自身の解釈も同様に貴重なものであると認識することができる教材であるといえる。 
このような学びを実現するために，今回は漢字一字のもつ意味に焦点をあて，一つ一つつまびら

かにしようと探究することで，原文の理解を深める学習プロセスの構築を試みる。 

 
本単元は，学習者が既に『論語』の教科書教材を学習した後に行う発展的な授業である。 
本校が採用している教育出版『中学校国語 2』にも，『論語』3 編【「子日学而時習之」(学而)，「子

日知之為知之」(為政)，「子曰己所不欲」(顔淵)】が採録されている。これらの教材の扱いについて，

まずは白文や訓読文などの意味から説明し，訓点の意味を知ったり，書き下し文をつくる練習をし

たりして，漢文という〈ことば〉の基礎的な知識を学んだ。 
そして，次に『論語』を単に訓読のトレーニング教材とするのではなく，学習者と『論語』とを

出会わせる(学習者が『論語』から意味を見出し，そこで思索すること)ために，それぞれのテキスト

が開く問いを， 「子日学而時習之」＝【三つの文にはどのような関係があるか】，「子日知之為知之」



＝【「知者」とはどのような存在か】， 「子曰己所不欲」＝【自分がされてもいいことは人にしても

いいのか】と授業者が設定して，他の本文も参照させながら，学習者に考えさせた。この時点で教

科書を離脱し，『論語』全体を学習対象とすることを意識づけさせている。 
本時では「子在川上曰」(子罕第九) と，本文に対する 2種類の「注釈」を用いる学習を行う。い

わゆる孔子の「川上の嘆」として有名な一章である。孔子が，流れゆく川の水を前にしていった言

葉であるが，3種類の注釈において，全く相反した二つの解釈が存在する。 
Ａ 過ぎ去る者は，すべてこの川の水の如くであろうか。昼も夜も，一刻の止むときなく，過ぎ去

る。人間の生命も，歴史も，この川の水のように，過ぎ去り，うつろっていく。 

以上のように悲嘆の言葉として解釈するのが①を中心とした漢代から六朝時代の一つの解釈で，

包咸の注である。 
もう一つの説は，人間の希望を語る言葉としての解釈である。 

Ｂ 昼も夜も一刻も停止することのない宇宙の活動は，この川の水によってこそ，示される。それ

は無限の持続であり，無限の発展である。人間もまたそうした持続，発展の中にいる。 

これは②の朱子の注で，③の伊藤仁斎らも支持する。 
「逝」という漢字を，前者は「過ぎる」と読み，後者は「進む」と読む。これにより全く反対の

解釈が成立することになる。 
この二つの解釈は，それぞれにそれらの説の生まれた時代の精神を反映する。 
人間は限定を受けた存在であり，限定の最たるものが「時間」である。時間が推移することによ

り人間の幸福を失墜させ，最終的には最大の不幸である死に導かれる。そのような人間観が漢代か

ら六朝時代当時の主流であったようである。これは漢代から六朝時代にかけて，世は門閥政治，世

襲の貴族政治横行の時代であり，個人の努力で自らの生活や人生を選択・決定することはできず，

政治の腐敗と民の生活の荒廃が不可逆的に進行していくことにただ身を任せるしかなかった世相を

反映していると言えよう。 
一方，宋の儒学は後漢以来の悲観的な人間観を改革し，人間はつねに進歩の方向にあるとする方

向を志す。これは北宋時代において，異民族である女真族の金の侵略により北宋が滅び，南宋時代

に移行したことが影響している。朱熹は華夷の区別を論じ，君臣・父子の身分関係（臣下の忠誠な

ど）を正す大義名分論を唱えた。これによって，我々こそが中華の正統である，と主張したのであ

る。いわば金からの侵略に対する，中華アイデンティティの創出である。南宋の歴史において，金

と元(モンゴル)に相次いで侵略され，外患は絶えることがなかったが，漢・六朝時代と異なるのは，

時の移ろいの先にある悲劇的な結末を座して待つわけではなく，征服されることを是とせずに金と

戦うエネルギーを持ち，金が疲弊するまで侵攻に耐え，元と結んで逆に金を滅ぼした点である。 
これは漢・六朝時代にはなかった科挙による，身分出自関係なく，進士が官僚としての栄達を約

束される，いわば個人の努力で自身の未来を変えられるという，希望のある人間観とも共鳴する。 
学習者はまず原文と出会い，漢和辞典で意味を調べ，自らの手で原文を解釈する。その際，ほと

んどの者はＡのような解釈に至ると考えられる。そこで朱熹によるＢの解釈と出会わせ，それらの

妥当性について，漢字の用例を求め，意味を判断すると同時に，それぞれの解釈が生まれた当時の

時代背景や，既習内容によって構成された自分の中の孔子像と対話し，それぞれの解釈の持つ道徳



的価値を吟味したり，学習者自身はどう読みたいかなどの思考を経て総合的に検討させる。言葉の

意味は，使用者のみが定義するのではなく，受け手も意味を規定すること，言葉が人口に膾炙し，

新しい意味でも用いられると，語の意味が広がること，新たな意味を定着させるのは，受け手の「納

得」や「共感」であることを認識させたい。そのために漢字の持つ複数の意味を，文脈で推し量る

ことが翻訳において重要である，ということも理解させたい。 
以上のように二つの大きく分かれる解釈の基は，漢字一文字「逝」にあることを認識させた上で，

教員は学問領域の専門的知識を有する者として，探究の方途，則ち社会的・歴史的・言語的・民俗

的・個人史的などの観点を提案することが，漢文における探究のプロセスの構築であると考える。 
 

（４）単元の目標 

本単元では，言葉による見方・考え方を働かせて，以下の資質・能力の育成を目指す。 

⑴根拠を明らかにしながら『論語』の一節を解釈，交流することで作品に対する考えを深めること。 

⑵時代や国による漢字の意味の違いを理解し，『論語』の解釈に役立てること。 

 

（５）評価規準表 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に向かう態度 

・辞典などを手がかりに作品を読

むことを通して，古典に表れたも

のの見方や考え方を理解しようと

している。⑶イ 

・目的に応じて複数の情報を整理し

ながら適切な情報を得たりして内容

を解釈している。C⑴イ 

・文章を読んで理解したことや考え

たことを知識や経験と結び付け，自

分の考えを広めている。C⑴オ 

・学習に対して見通しをもち，言

葉がもつ価値を認識するととも

に，我が国の言語文化を大切にし

て，考えを伝えようとしている。 

 

（６）単元計画（全 3 時間） 

第 1次 川上の嘆の解釈を考える。                     1時間 

第 2次 古註と近註を比較し，納得解を選ぶ。                2時間 

 

（７）授業の実際 

 授業者は異学年の教科担当であり，年末の期末考査が終了した後の授業を利用して実施した。 

 まず初めに，「川上の嘆」の白文のみが記載されたワークシートを配布した。同時に『字源』『大

漢和辞典』『角川新字源』『全訳・漢辞海』の四つの漢和辞典のコピーも班ごとに配付し，1 人 1冊，

その漢和辞典のコピーを用いて漢字の意味を調べ，白文を日本語訳させていった。 

「川上の嘆」は十四字の漢字によって構成され，難しい漢字はない。学習者は直前に教科書に掲

載された『論語』を学習しているため「子」を「子ども」ではなく「先生」と訳すなど，概ね妥当

な意味を選択していく。しかし一方で，「夫」などの助字に関する知識はないため，途中でヒントと 

して書き下し文を提示した。 

その後，班で交流させ，作成した日本語訳を比較させた。班員のそれぞれが別の漢和辞典を所持



おり，辞典ごとに漢字の意味の説明は異 

なっているため，訳にも違いが出る。こ 

のような意図的な差異化により，学習者 

は異なる有力な情報の所有者として，相 

互を尊重しながら，対等に学びを深める 

ことができる。 

 班での交流の後，班で１つ，日本語訳 

を提出させた。本校では１，２年生は１ 

人１台自分の ipadを所有しているため， 

多くの教科ではロイロノート・スクール 

上で提出物のやりとりをさせている。今 

回もロイロノートのテキストカードに班 

としての訳を１つ決めさせ，提出したも 

の閲覧，他の班のものと比較できるよう 

にして，訳の違いを吟味していった。 

 第２次では，漢魏六朝時代の注釈書で 

ある，何晏の『論語集解』と皇侃の『論 

語義疏』の原文を確認しながら，本文を 

嘆き・憂いの言葉と解釈した古注，宋代 

の朱熹の『論語集註』にあるように，人 

間は進歩する生物であり，川が学のある 

べき姿勢であるとする新注を紹介し，ど 

ちらの解釈を自分は支持したいかを考え 

させた。その際，考えるための観点とし 

て，「何晏や朱熹はなぜそのように訳し 

たのか」「この言葉は孔子が誰に言いたい 

ことなのか」「孔子はどんな人なのか」 

「自分はどう受け止めたいか」という４ 

つの問いを合わせて提示し，それぞれ「 

訳者の生きた時代背景(漢～六朝・宋)」「孔子の言葉を聞く弟子や孔子の生きた時代背景」「孔子の

人となり・価値観」などを調べられるように，吉川幸次郎や佐藤仁ら著名な中国文学者の著作と，

大修刊書店より刊行されている雑誌『漢文教室』，便覧や過去の教科書教材などを参考資料として

PDF 化し，ロイロノート上で配布した。また，資料にない情報をインターネットを使って検索する

ことも許可した。 

比較するための観点を複数示し，その観点に対して信頼のおける有用な資料も複数提示すること

で，観点レベルにおいて能動的な探求課題の設定を実現させ，全員に対し学びの質を一定保障させ

ながら，学びの着地点に全員が到達できる，探究プロセスの「情報の収集」と「整理・分析」の活

 漢和辞典を引いて日本語訳を試みる（第 1次） 

 

 班での交流の様子（第 1次） 

 

 ロイロノートを活用した意見共有（第 1次） 

 



動となることをねらったものである。 

学習者は限られた時間の中で資料を読 

み，どちらの解釈を支持したいか判断す 

る。それは漢字の「過ぎる」「進む」とい 

った意味の適切さから離れ，孔子の言葉 

が後世の人間によってどのように求めら 

れたのか，つまり言葉や文字の意味はそ 

の言葉や文字が発生した時点で決定する 

ものではなく，解釈する人間によって「 

編集」されること，そして，その「編集」 

された意味は当時の時代背景や孔子の言 

葉はこうであってほしいという需要と受 

容・共感・納得により定着するというこ 

とをおぼろげなが掴むことができたよう 

であった。 

 個人での活動，グループでの交流後， 

自分は古注と新注のどちらを支持するの 

かを，ロイロノートのテキストカードに 

簡潔に理由を書き，提出させた(青は古 

注，赤は新注)。ここではどちらが多か 

ったかは問題ではなく，支持する観点と 

して何を重要視したのかに注目して発表 

を聞くように促した。また，授業時間内 

に提出できなかった生徒は家庭にて再度 

資料群を読み，次時までにカードを提出 

するよう指示した。 

 

（８）実践を振り返って             

「まとめ・表現」の段階においては， 

本文章の執筆時には未実施であるが，①翻訳(特に漢文から日本語文)について，気付いたこと。②

自分なら，孔子にどちらの言葉を言われたいか，その 

理由，という問いと向き合い，まとめたり表現したものを交流することで，この学びをこの場限り

の論語・漢文学習に留まらせず，たとえば，論語の英訳はどのようなものだろう？そもそも英語の

翻訳ってどのようになされるのだろう？これらの言葉は構成の人々にどのような影響を与え，なぜ

支持され，なぜ宗教として成立したのだろう？といった，より議論的な，概念理解に迫る問題意識・

課題に向かっていくことを期待している。 

 これが冒頭で言及した古典学習と「実社会との関わり」という課題に対する一つの着地点である。

 ロイロノートの画面（第２次） 

 

 ロイロノートを活用した意見共有（第２次） 

 

 ロイロノート上での資料を読む（第２次） 

 



則ち「言葉を訳し，解釈する」という行為を通して，グローバル社会における「他社の言葉を理解

しようとする」時に獲得しておきたいものの見方と態度，そして，「実社会と向き合うための道徳資

源」として，孔子の言葉自体の力に注目させることが，実社会に対して生きて働く力となる。 

 また，今回の古典学習において「課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現」のプロ

セスをどのように実現させるか，という課題に対しては，典拠を求め，意味の妥当性を吟味する学

習の中に一連のプロセスを提案した。 

自分のものの見方の根拠を意識させること，多様な見方を知り，自分の読みをも客観的に見つめ

なおすことが，対象をより批評的に正しく読むことにつながることを気づかせることは，中学校に

おける国語教育の大きなテーマの一つであると考える。今後も，小学校・中学校・高校での学びの

系統性を意識しながら，古典学習をどう新しく価値づけていくか，考えていきたい。 

 

 

生徒のワークシートより 
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課題解決を通じて育成されるつなぐ力 

 
教科名 教員名 西邑悠佑 赤松弘揮 山本修平 

 
 

1．社会科として育成すべき「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」について 

 本研究において育成する「資質・能力」は今回の学習指導要領の改訂（小中学校平成 29 年告示・

高等学校平成 30 年告示），中央教育審議会答申（平成 28 年 12 月）を参考にして，①教育基本法，

学校教育法などを踏まえ，これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を生かし，子供たちが未来社

会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成することを目指すこと。その際，子供たちに求め

られる資質・能力とは何かを社会と共有し，連携する「社会に開かれた教育課程」を重視すること。

②知識及び技能の習得と思考力，判断力，表現力等の育成のバランスを重視する平成 20 年改訂の学

習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上で，知識の理解の質を更に高め，確かな学力を育成す

ること。③先行する特別教科化など道徳教育の充実や体験活動の重視，体育・健康に関する指導の

充実により，豊かな心や健やかな体を育成することを基本的な狙いとして行われたものである。特

に池田地区附属 3 校は，2016～2018 年度の間，「『つなぐ力』をもった子供の育成」を主題とし，子

供が主体的に「自己」と「各教科・領域」・「他者」・「社会」・「将来」をつなげる力を育成すること

を目指し，研究を重ねてきた。また重点取組事項として「主体的・対話的で深い学び」を実現する

「探究のプロセスの構築」を推進してきた。そこで本校社会科では，この「探究のプロセスの構築」

において子供同士の協働をもとに，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを

広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。また身に付けた知識や技能を定着させるととも

に，物事の多面的で深い理解に至るためには，多様な表現を通じて，教職員と子供や，子供同士が

対話し，それによって思考を広げ，深めていくことができているかを特に意識して学習を深めてい

る。 

 

2. 社会科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「学習課題（問い）」 

 昨年度は主体的に学習課題を解決するために重要になってくる要素の 1 つとして，その課題が自

らとどれほど関わってくるのか，その課題の解決によってどのように自らを取り巻く環境が変化す

るのかを重点的に取り扱って学習を進めてきた。今年度も引き続き，その課題に対して自らはどの

ように関わることができるのかということを中心に学習を進めた。主体的に学習に取り組む態度の

育成について学習指導要領では，社会的事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的

に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我

が国の国土や歴史に対する愛情，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図る

ことや，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めるとある。また地理

的分野における目標としては，日本や世界の地域に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を

視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される我が国に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊

Ⅰ．総論 



重しようとすることの大切さについての自覚などを深めるとある。学習指導要領において示される

主体的に学習に取り組む態度の育成における 1 つの要素として，よりよい社会の実現があげられて

いる。このよりよい社会の実現の手立てとして重要となってくるのが，課題を主体的に捉え，単元

を通じて「予想を立てること」「学習を振り返ったり見直したりすること」が重要だと考えた。そこ

でまずは単元を貫く問いを単元のはじめに示し，各授業で出る単元を貫く問いにつながる課題を考

え，まとめの授業で単元を貫く問いについて考えるような学習の設計を行なった。（図１）例えば単

元を貫く問いとして「アメリカで持続可能な社会を目指す政策が，利益を追求する政策よりも多く

の国民に支持されるためには，どうすればいいか」という問いをたてる。この問いについて考える

ために，アメリカの農業・工業・経済・歴史がもたらす影響を考察し，問いに関してのある程度の

予想をたてさせる。学習のまとめとして単元を貫く問いについて考えることで学習を振り返ったり

見直したりしながら，よりよい社会の実現について考えることができる。そこでさらに重要となっ

てくるのが「対話的で深い学び」である。生徒が立てた予想に近い意見や全く違った意見を交流す

ることで，さらに自らの学びに関して振り返ったり見直したりすることができる。またそれをもと

に新しい考え方や新たな創造性を発揮することでよりよい社会の実現が具体性を帯びてくる。その

ような学習の仕方を繰り返し行うことで，主体的・対話的で深い学びを実現していこうと考えてい

る。 

「図１」 

 



1．対 象 附属池田中学校 第 1 学年 D組(36名） 

 

2．単元設定の理由 

学習指導要領の改訂（小中学校平成 29 年告示・高等学校平成 30 年告示）における社会科の成果と

課題は次のように記載されている。社会科，地理歴史科，公民科においては，社会的事象に関心を

持って多面的・多角的に考察し，公正に判断する能力と態度を養い，社会的な見方や考え方を成長

させること等に重点を置いて，改善が目指されてきた。一方で，主体的に社会の形成に参画しよう

とする態度や，資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味などについて比較した

り関連付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分であることが指摘され

ている。また，社会的な見方や考え方については，その全体像が不明確であり，それを養うための

具体策が定着するには至っていないことや，近現代に関する学習の定着状況が低い傾向にあること，

課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十分に行われていないこと等も指摘され

ている。これらの課題を踏まえるとともに，これからの時代に求められる資質・能力を視野に入れ

れば，社会科，地理歴史科，公民科では，社会との関わりを意識して課題を追究したり解決したり

する活動を充実し，知識や思考力等を基盤として社会の在り方や人間としての生き方について選択・

判断する力，自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉えて現代的な諸課題を歴史的に

考察する力，持続可能な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態

度など，国家及び社会の形成者として必要な資質・能力を育んでいくことが求められる。本校では

探求心の強い子どもが非常に多い。また示された課題に対して互いの意見をもとにしながら協働し

て探究することができる。そこで本校社会科ではその探求心の強い特性を生かしつつ，社会とのか

かわりを意識して課題を追求したり解決したりする力の育成をおこなっており，その手立てとして，

身に付けた知識や技能の定着とともに自己の考えを広げ深める「対話的な学び」の実現を通じて，

その力の育成をおこなってきた。そのためには社会科の成果と課題にもあるように自己の考えを広

げ深めるために，子どもたちが問題に対して主体的に「自己」と「他者」「社会」「将来」をつなぐ

ことが重要であった。しかしそれは子ども自身の身近にある事象に限られがちになり，その視野を

地球規模の諸課題や地域課題にまで広げていくようにはなっていなかった。そこで知識の構造図（図

１）を活用してそれぞれの授業を展開し，探究に値する現実社会の根底にある問題を，単元を通じ

て表出化することで，「自己」と「他者」「社会」「将来」をつなげる問題としてとらえ，単元を貫く

問いを通じてさらに主体性を高めることで，自己の考えをより一層広める「対話的な学び」の実現

をはかる授業展開を本単元では目指した。 
 

 

 

 

 

 

 



3.単元目標及び評価規準 

知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む

態度 

我が国の国土及び世界の

諸地域に関して，地域の諸

事象や地域的特色を理解

しているとともに，調査や

諸資料から地理に関する

様々な情報を効果的に調

べまとめている。 

地理に関わる事象の意味や意義，特色

や相互の関連を，位置や分布，場所，

人間と自然環境との相互依存関係，空

間的相互依存作用，地域などに着目し

て，多面的・多角的に考察したり，地

理的な課題の解決に向けて公正に選

択・判断したり，思考・ 判断したこと

を説明したり，それらを基に議論した

りしている。 

日本や世界の地域に関わ

る諸事象について，国家及

び社会の担い手として，よ

りよい社会の実現を視野

にそこで見られる課題を

主体的に追究，解決しよう

としている。 

 

4.単元計画（全 6時間） 

時間 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
知 思 主 

1 
アメリカの自然環境とア

メリカの農業の特色 
○ 

  アメリカの地形や気候を理解し，その特性を生

かした農業の特色について理解する。 

1 
移民の歴史と多様な民族

構成 

 
○ 

 アメリカの移民の歴史と産業の発展に関して説

明できる。 

1 世界をリードする工業 ○ 
  アメリカの工業の発展について理解し，世界に

与える影響について説明できる。 

1.5 
大量生産・大量消費の社

会における問題 
○ 

 

 

 大量生産・大量消費の社会における問題を理解

する。 

1.5 持続可能な社会と経済成

長とは 

  
○ 

持続可能な社会の実現を主体的に追究，解決

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

5．実践授業のまとめ 

（1）本時の目標 

・持続可能な社会の実現を主体的に追究，解決しようとしている。 

(主体的に学習に取り組む態度） 



（2）展開 

過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価 

導入 

5 分 

・本時の目標の確認。 

 

・前時の復習。 

・本時の流れと目標，単元を貫

く問いを確認する。 

・前時の復習を行う際に，本時

に考えることを明確にしてお

く。 

 

展開 

40分 

・課題としておこなっ 

 た政策の交流を行 

 う。（1分半×4回） 

・各班で１つ政策を挙 

 げる。（3分） 

・各班で挙げた政策に 

 ついて交流を行う。 

 （1分半×2 回） 

 

・アメリカの利益を追 

 求する経済に関する 

 説明を行う。（5 分） 

 

 

 

 

・各班で挙げた政策を 

 検討する。 

  （10分～15 分） 

・班交流の進め方に関する確 

 認を行い，交流を始める。 

・時間の管理は教師が行う。 

・次の交流の進め方を確認す 

 る。 

・他班に聞きに行く場合，な 

 るべく違う班に行くように 

 指示しておく。 

 

・利益を追求することも大切 

 であることを再確認してお 

 く。 

 

 

 

 

・交流の仕方を確認する。 

・修正した案をロイロノート 

 の提出箱にあげるよう指示 

 する。 

○主体的に学習に取り組む

態度 

□観点 C コミュニケーショ

ン 

(ⅰ)自分の思考を明確に伝

えることができる 

(ⅱ)自分の思考や他の情報

を統合することができ

る。 

 

 

 

○主体的に学習に取り組む

態度 

□観点 C コミュニケーショ

ン 

(ⅰ)自分の思考を明確に伝

えることができる 

(ⅱ)自分の思考や他の情報

を統合することができ

る。 

ま と め 

5 分 

・SDGsの取り組みが進 

 んでいる国の様子を 

 紹介する。 

・持続可能な社会への関心が 

 強まっていることを理解さ 

 せる。 

 

 

6．成果と課題 

成果 

主体的に課題について考え，自分の意見を発表することができた。特に日本とは違う環境にあるア

メリカのことではあったが自分ごととしてこの課題をとらえ，解決する方法を模索していたのは非

アメリカで持続可能な社会を目指す政策が，利益を追求

する政策よりも多くの国民に支持されるためには，どう

すればいいですか？ 



常に有意義であった。また各々に課題を解決する方法が異なっていて，その方法を組み合わせるこ

とで新しいものを「創造する力」を養うことができた。また一方で学習を深めていくうちに，新た

な課題と向き合うことになり，他の人に意見を求める場面も見られた。そこで様々に意見を取り込

み，新たな政策を考えるきっかけとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

学習に対して非常に前向きに捉え，課題の解決に進んでいくなかで新たな課題と向き合ったときに

課題を解決できるような手段や考えを作り出すまでには至らなかった。時間をかけてその方法や手

段を考える力を養う必要がある。また課題を解決する方法に関して深く検討することができていた

が，その発表に関する根拠ある資料の選択に関しては，まだ課題が見られた。どのような資料を選

択すれば，自分の発表に根拠を持たせることができるのかということを考えながら，資料選択をす

ることができるように継続して学習していかなければいけない。 

 

学習を踏まえて政策を考えてきたが，

学習を深めていくうちに新たな課題と

向き合うことになった。他の人の意見

を踏まえて，自分の考えをさらに深め

る手立てを考える必要がある。 



数学科における探究のプロセスと資質・能力の育成について 

 
塩田 和也 

Ⅰ．総論 
1.数学科として育成すべき「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」について 

数学科の目指す資質・能力の 1 つ目は基礎的・基本的な知識を習得すること。2 つ目はその知識を活

用して問題を解決するために必要な数学的な思考力・判断力・判断力を育むこと。3 つ目は数学の良さ

を知り，数学と社会のつながりを理解し，数学を主体的に生活や学習に生かそうとすることである。こ

の 3つをバランスよく授業に組み入れることで目指す資質・能力の育成を達成できると考える。 

1 つ目については，数量や図形などの基礎的な概念や原理・法則の理解である。どの学年においても

様々な分野の知識を既習の知識と新しい知識を結び付けながら定着を図っていくことが大切である。2

つ目については，学習したことを具体的な場面で活用できるようになることである。問題を解決するだ

けでなく，事象を論理的に考察したり，数量や図形の性質を見いだし，統合的・発展的に考察したり，

数学的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。3 つ目の数学的活動の楽しさや数学の良

さは，数学が生活や他教科の学習において生かされることと通して実感される。そのため，教科横断的

な課題・日常生活や社会の事象を課題に設定し，生徒が自律的・協働的に活動できるような機会を設定

することが大切である。 

 
2.数学科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「学習課題（問い）」について 
主体的・対話的で深い学びを実現する学習課題は教科横断的な課題であると考える。数学科として育

成すべき資質・能力のなかに，「数学の良さを知り，数学と社会のつながりを理解し，数学を主体的に生

活や学習に生かそうとすること」がある。これは，教科横断的な課題・日常生活や社会の事象を課題に

設定することで達成されると考える。数学という学問を数学の世界だけで学習させるのではなく，現実

社会で活用できる場面をより多く体験させることが大切である。また，社会の事象は 1つの教科だけで

なく，複数の教科がからんでいることが多い。そのため，各教科とのつながりを理解させるとともに，

数学を使って解決できる部分は数学の世界に落とし込んで解決する作業が必要になる。問題解決に数学

の知識だけでなく，他教科の知識が活用できることは，各教科の重要性を理解するとともに，社会の事

象をより深く捉えることにつながる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ．実践の概要 
数学科指導案 

附属池田中学校 
塩田 和也 

 
「箱ひげ図」  

～箱ひげ図を用いたデータの分布の比較～ 

1．はじめに  

 学習指導要領の改訂では，数学科においては「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力」「学びに向

かう力，人間性等」の三つの柱に沿って明確化し，実社会との関わりを意識した数学的活動の充実等を

図っている。（学習指導要領解説数学編より）これまでの評価の観点であった「見方・考え方」は物事を

とらえる視点や考え方であり，この三つの柱の基盤となった。ここでは新しく学習する「箱ひげ図」の

知識・技能を身のまわりの事象から身につけるだけで無く，グラフの特徴から具体的に考察する活動を

加え，上記の三本柱を総合的に育成できる授業を目指す。 

 

2．対 象 附属池田中学校 第 2 学年 C組(36 名） 

 

3．単元設定の理由 

 日常生活や社会では事象から取り出したデータをもとに傾向を読み取り判断することが多い。大量の

データを目的に応じて処理する能力は現在も，今後も求められるものであり，その処理の多くがコンピ

ュータを使用するものであるだろう。そのため Society5.0 時代を生きる子どもたちには，ICTを活用し

た授業が求められている。文部科学省の GIGA スクール構想が実現すれば，近いうちに生徒 1 人 1 台の

端末を持つ環境が整う。それに伴い教師の授業の形も ICTを基盤としたものにさせていくのが望ましい。

本単元は日常生活に関わる事象を数理的に捉え，表やグラフで表し，データの分布の傾向を読み取る活

動であり，今後整うであろう ICT 環境を見据えて，コンピュータを使った授業計画にしている。本校の

2年生は 1年時に iPadの Numbersを使って目的に応じてデータを整理したり，ヒストグラムを作成して

傾向を読み取る活動をしてきた。2 年生では複数のデータを比較することに着目し，箱ひげ図の良さを

理解させる。 

探求のプロセスについて 

統計的な視点から物事を解決するときは，

PPDAC サイクルという解決プロセスが一般的

に使用される。1～3時間目は「10 秒の感覚」

をテーマに箱ひげ図を用いながらデータの分

布の比較を行う。この授業は新しく箱ひげ図

を学ぶため，教師と一緒に PPDAC サイクルを

意識しながら授業を進めていく。この流れを

一度経験しておくことで，本時の課題解決学

習も PPDAC サイクルを生徒たちは自然と意識

できる。この解決プロセスの良さを生徒たち

が体感し，実践していけるよう授業を行う。 



地球温暖化について 

本授業では地球温暖化をテーマにしている。近

年の環境問題に関心を持ち，これまで学習した内

容を活用しながら解決に取り組む力は必要とさ

れている能力である。特に地球温暖化に関しては，

SDGsの目標 13 にあてはまり，多くの企業が関心

をもって取り組んでいる。また，様々な教科との

関わりがあるだけでなく，生徒たちが身をもって

体感している気候変動であるため，このテーマを

取り扱うことは，生徒の興味関心を惹きやすい。 

1920 年あたりからの気温の変化を調べると，

徐々に気温の上昇が確認できる。しかし，1984年

～2019 年の各月平均気温の変化を調べると，意

外にも気温上昇の傾向は読み取ることが難しい。

体感的にここ数年，特に夏場には，暑く感じるこ

とが多く，熱中症の死亡者数がここ最近の 2年間

の数が多いのも感覚的に納得する。特に暑さを感

じる 7 月と 8 月の気温の変化を調べると，7 月は

大きな気温の上昇は見られないが，8 月に関して

は多少ながら気温の上昇が確認できた。7，8 月に

おける猛暑日（35℃以上）の数を数えると，明ら

かにここ数年猛暑日の数が多いことが確認でき

る。8 月の気温の上昇は地球温暖化が進んでいる

と判断する材料の 1 つになりえるのかもしれな

い。海面の上昇量に着目すると，関東方面は上昇

の傾向が見られないのに対し，九州や北陸方面は

上昇の傾向がみられる。これらの事実だけで温暖化を判断することは難しいが，生徒にとっては統計の

知識を活用して解決に取り組む良い機会である。他国の気温な変化に興味をもったり，海面の上昇量に

興味をもったり，二酸化炭素の排出量に興味をもったりと，様々な観点から地球温暖化について考えて

いけると良い。また，新たな疑問をもってより探求したり，他の課題への意欲・関心につながることを

期待する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四分位数ついて 

ICT 機器を使用して四分位数を求める際は注意が必要である。Excel や Numbers の四分位数の定義

と教科書で学ぶ四分位数は定義が異なるからである。Excelは QUARTILE.INCと QUARTILE.EXCの 2種

類選択できる。Numbersの QUARTILEは Excelの QUARTILE.INCと等しい定義になっている。 

 

QUARTILE.INCの場合 

 

 

 

 

 

学習指導要領の場合 

 

 

 

 

 

学習指導要領は定義が単純であり，中学生にも理解しやすい。そのため，四分位数の求め方は複数

存在し，統計ソフトを使用し四分位数を求める際は，学習した求め方と少し異なることを生徒に説明

したほうが良い。 

今回は PPDAC サイクルを意識し，グラフから結果を考察することをメインにしているため，四分位数

の細かな求め方の違いについては説明しない。 

 

 

 

 

1 1 1 1 

データが 5つの場合 

Q1 Q2 Q3 
1.25 

データが 6つの場合 
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データが 7つの場合 

1. 5 1. 5 1. 5 
Q1 Q2 Q3 

データが 5つの場合 

Q1 Q2 Q3 

データが 6つの場合 

Q1 Q2 Q3 

データが 7つの場合 

Q1 Q2 Q3 

 



4.単元目標  

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解する 

・コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを整理し箱ひげ図で表すことができる 
・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し判断できる 
 

5.評価規準 

知識および技能 思考力判断力表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・四分位数や四分位範囲の必要

性と意味，箱ひげ図で表すこと

のよさを理解している。ア（①） 
・四分位数や四分位範囲を求め

たり，箱ひげ図をかいたりする

ことができる。 
（ア②） 

・四分位数，四分位範囲，箱ひ

げ図などで表現することで，複

数のデータの傾向が比較しやす

くなる良さを理解している。（イ

①） 
・複数のデータを批判的な視点

をもって比較する見方や考え方

を身に付けている。（イ②） 

様々な事象についてのデータを

収集して整理したり，四分位数，

四分位範囲などを用いてデータ

の傾向を把握したりし，それら

を事象の考察に活用しようとし

ている。（ウ①） 

 

6.単元計画 

時間 内容 

１時間目 四分位数と四分位範囲 （10 秒の感覚 1クラス） 

２時間目 箱ひげ図 （10 秒の感覚他クラスとの比較） 

３時間目 箱ひげ図 （10 秒の感覚他クラスとの比較②） 

４時間目 コンピュータを使ったデータ整理 QUARTILEの説明 

５時間目「本時」 日本における地球温暖化 PPDAC サイクル１週目 

６時間目 日本における地球温暖化 PPDAC サイクル２週目 

７時間目 日本または世界における地球温暖化 PPDAC サイクル３週目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7．本時 

（1）目標 

・iPadを活用して四分位数を求めたり，四分位数から箱ひげ図を作成することができる。（ア②） 

・箱ひげ図から傾向を読み取り，自分なりに考察することができる。（イ②）（ウ①） 

 

（2）展開 ５時間目【本時】 

過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価 

導入 

１ 

・環境問題を考える 

 

・ 地球温暖化について

ブレーンストーミン

グする 

 

・ PPDAC サイクルを確

認する 

 

 

・ 環境問題から地球温暖化に

ついて考えさせる 

 

・ 去年地球温暖化対策のため

に節電の授業を行っている 

 

 

展開 

２  

・ Ploblem 
地球温暖化を調べる

ためにまずは何を調

べるか考える 

 

・ Planを考える 

各月の平均気温を調

べる 

各日の平均気温を調

べる 

 

 

 

班の形にする 

 

 

 

 

・ Data 
Dataを集める 

 

・世界の気温を調べる 

 日本の気温を調べる 

 海面上昇を調べる 

CO2排出量など 

 

 

・ ここではまず、日本全国の

気温の変化に着目させて調

べさせる 

 

・ 気温に関することであれば

クラスの意見に沿って進め

る 

 

・ 気象庁の HP からやり方が分

からない生徒が出てくるた

め班の形にして助け合える

ようにする 

 

・ Dataに関しては各年を生徒

に割り振り，それぞれの結

果を反映させるように促す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ① 

 

 



DLしたデータを

Numbersで開き，関

数 QUARTILEを使っ

て四分位数を求める 

 

 

 

・ Analysis 
四分位数からワーク

シートに箱ひげ図を

かく 

 

・ 作成した箱ひげ図を

黒板に貼る 

 

３  

・ Conclusion 
全員の箱ひげ図を黒

板にならべ，気温の

変化を考察する 

 

・ PPDAC サイクル２週
目の課題を考える 

 

 

・ データは気象庁の HPから

DLさせる 

 

・ 確認しながらゆっくり進め

ていく 

 

・ ワークシートだけでなく，

黒板掲示用のシートにも複

製させる 

 

 

 

 

 

 

・ 個人で考察させた後，班で

共有させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア② 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ② 

 

まとめ 

・ 自分なりの考察を発

表する 

 

・ ２週目の Problemを

クラスで決める 

・ 生徒に考察発表させなが

ら，２週目の課題について

決める 

 

   

     

③準備物 

    ワークシート iPad 

 

 

 

 

 

 

 



8．参考文献 

文部科学省 学習指導要領 数学編 

 

厚生労働省（令和元年（2019）人口動態統計（確定数）の概況） 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei19/index.html 

 

 

 

総務省統計局 なるほど統計学園高等部 

http://www.stat.go.jp/koukou/index.html       

 

 

 

 

 

気象庁 HP（日本の気象データ） 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php?prec_no=62&block_no=0602&year=2019&mont

h=&day=&view= 

 

 

 

 

 

 

 

気象庁 HP（世界の気象データ） 

http://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/monitor/mainstn/obslist.php 



1～3回目の授業「10 秒の感覚」 

PPDAC サイクルに沿って授業を進める。 

1 年生の復習もかねて，PPDAC サイクル 1 週目は度数分布表やヒストグラムを作成し，自分のクラス

の考察をする。度数分布表を作成するときは，iPad の Numbers の機能を使って昇順に並べ替えさせた

り，平均値を求めるなど，ICTを使用してデータをまとめる練習もしている。 

PPDAC サイクル 2週目は他クラスと比較するように授業を進め，各クラスの度数分布多角形を作成さ

せる。クラスにより総度数が少々違ったため，相対度数で度数分布多角形を作成させて比較する方が良

いのだが，今回は時間の関係でそのままの度数で作成させ，相対度数で比較する方が良いことを伝えた。

4 クラス分の度数分多角形は幾度にも重なり合い，考察するには少々見づらい。そこで，箱ひげ図の説

明をし，箱ひげ図で比較する流れに生徒を導いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PPDACサイクルの 2週目

は他クラスとの比較以外に

も多くの意見が出たてお

り，意欲をもって授業に参

Analysis では代表値を確

認したり，新しい範囲の

四分位数の説明を行って

いる。 

箱ひげ図を作成する様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

Numbers の QUARTILE を使って四

分位数を求めることを体験する。 
アクセスが集中し，データが DL でき

なかったり，Numbers がフリーズす

ることがあった。 

四分位数や範囲に着目しなが

ら，クラスごとの傾向を読み

取っていた。ここからまた新

たな疑問や次のサイクルを考

えれると良い。 



５～６回目の授業「日本における地球温暖化 PPDAC サイクル１周目」 

「１０秒の感覚」で行った PPDAC サイクルをつかって、地球温暖化について考える。 

「地球温暖化は本当に進んでいるのか」というテーマに対し，何を調べるのか，どのように調査する

のか計画をたてる。地球温暖化を調査するために、多くの生徒が気温に着目し調べようとする。実際

に気温を調べると温暖化が進んでいる根拠になるような結果にはならず、様々な観点から調査する必

要がある。そこを活かして、まずは生徒達が気温を調べるように促す。PPDAC サイクル１周目は全ク

ラス、大阪市の３６年間分の月平均気温を調べ箱ひげ図にまとめて比較するようにする。なぜ３６年

間かというと、クラスが３６人学級であるため、全員が自分の担当の年を責任をもって調べ、作成さ

せるためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箱ひげ図を横に並べ過ぎて多少

見にくい部分もあるが、それも

学びになるため良い。クラス全

員で協力することで、意欲的に

取り組んでいた。 

ここでは温暖化は進んでいる・進んでいないで

はなくて、判断できないと書いてくれることを

期待している。しかし、ここでは自分なりに分

析して、根拠を示しながら結論を出すことを重

視しているため、進んでいない・進んでいると

かいても構わない。１周目の結果からより見や

すくするために１年ごとでなく１０年ごとで作

りたいや桜の開花時期などを調べたいという２

周目に向けた改善点や研究の方向性を見い出し

ている。 



７～８回目の授業「地球温暖化 PPDAC サイクル２周目」 

７～８回目の２周目は予定を変更して班活動にした。１周目はクラス全員で気温を調べたが、２周目は

班でそれぞれのテーマを決めて、地球温暖化が進んでいるのかどうかを調べさせた。２周目は１周目を

やっていることもあり、生徒達で調べて進めていくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化炭素排出量 

１０年おきのサンフランシ

スコの月平均気温 

１０年間ごとの南極

の月平均気温 

１０年間ごとの稚内（北

海道）の月平均気温 
海面上昇値 

東京の８月の日平均気温 

生徒の作品は校舎内に掲示するこ

とで様々な観点から地球温暖化を

考えることができた。 



成果 

iPadを使用させたことで、気象庁の大量のデータを関数を使って処理することが可能となった。地球

温暖化という大きなテーマに対し、生徒達は意欲的に取り組めたのは、①生徒主体の授業展開、②授業

の流れ（PPDAC サイクル）を教師主体で１度経験させている、③ICT機器を使った作業をいれており、イ

ンターネットから多くのデータが取得できる、④班活動にすることで助け合って取り組んでいる、以上

の部分が大きかった。 

１人で考察する時間も必要だと思うが、班で考察させることでより深く考えることができた。意見を言

い合ったり自分の考えを伝えれるということは、１回目の授業から丁寧に全員が参加できるように取り

組ませたり、普段の授業から考え方を伝え合う活動が土台をつくっていたように思える。生徒の感想か

らも，友達と意見を交えることでより深く考えられたという意見が多かった。 

 

 

課題 

３周目は時間数が足りず行えなかった。１周行うのに２時間は最低必要なため、この課題は予定では

３時間であったが、４時間使用した。箱ひげ図が ICT機器で作成できるようになると、作業の時間短縮

になる。 

 生徒の感想では、全員が箱ひげ図に興味・関心をもつことはできていなかった。なぜ箱ひげ図で表す

必要があるのか、折れ線グラフの方がみやすい。などという思いを持つ生徒も少なくはない。活動自体

は積極的に行う生徒が多く、地球温暖化をテーマにしたことも良かったとは思うが、箱ひげ図の良さを

理解させるという視点では理解させることができていなかった。生徒にとっては円グラフ、棒グラフ、

柱状グラフ、折れ線グラフが一般的であって、箱ひげ図は現実社会においてもなじみが少ない。今回の

授業においても箱ひげ図は気温のデータで活用しやすいと考え、地球温暖化をテーマにした。箱ひげ図

に興味をもって様々な場面で活用できるように指導するには、もう１つ工夫が必要と感じた。 



 

理科における探究のプロセスを意識した資質・能力の育成 

 
教科名 理科 教員名 藤井 宏明 

 

 

1．理科における社会との繋がりは多岐にわたり、身の回りにある製品や物質レベルから、気候変動

などグローバルなレベルまで広く繋がりがある。この中で、グローバルなレベルでの社会との繋が

りおいては、気候変動や環境、エネルギーや災害などに見られるように、これらの解決は一人で行

うことは極めて困難である。このような教科特性を持つ理科において課題と関わりをもち、明日を

切り開く資質能力の育成のためには、事物を客観的に捉え、批判的思考を持って課題に取り組む姿

勢を養う事がまず重要である。さらに、重要な点としては、そのようなグローバルな課題について

は、自分事と捉えるが難しいスケールの事柄が多いため、自分との関わりを自ら見いだしながら、

自分でできることが何かを見いだしていくことができる力を養っていくことが社会と繋がり明日を

切り開く資質能力を養うことへつながると考える。 

 

2. 理科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「学習課題（問い）」 

理科は自然の事物との結びつきについて探求を行う学問であり、それらについて、仮説を立て実験・

観察を行い、実験・観察の結果から仮説について考察し検証を行うのが基本的な科学的探求の方法

である。このため理科の学習課題の設定の方向性としては、 

①自然の事物に目を向けること 

②実験・観察で得られたデータを客観的に処理すること 

③実験・観察で得られたデータから論理的に思考を行い、考察を行うこと 

ができるような力を養うことを目標に設定を行いたい。 

また、それらの過程には、科学的な方法としての言語化・数値化・モデル化・グラフ化・記号化 

といった手法が必要であり、それらを身につけることを目指して課題設定を行う必要がある。そこ

で，理科の授業ではこれら手法や考え方を身につけることができる課題設定が必要となる。 

他方，中学校は令和 2 年 1 月末より IB 教育理念に基づく中等教育プログラム(MYP)認定校となって

いる。IB の教育理念には 10 の学習者像が設定されている。つまり本校ではカリキュラムマネジメ

ントの視点からIBの10の学習者像は教育目標に準じるものであり，本校で育てたい生徒像となる。

IB の 10 の学習者像を図 1 に示す。 

自然科学は自然を探究する学問であり、自然に対する探究心は欠くことのできないものである。ま

た、深い思考を行うためには豊かな知識が必要であり私たちの環境を多面的に捉えるには物理・化
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学・生物・地学からの視点が必要

なのは無論のことだが、実際の環

境問題の解決には社会的な視点な

くしては解決に向かうことはでき

ない。このため、広くバランスの

とれた学問領域について理解と知

識を深めることを意識した IB の

学習者像の「知識のある人」は理

科的視点に基づく問題解決の基盤

となるものである。 

また、理科の授業では仮説から実

験・観察を経て実験結果のまとめ・考察に至る思考過程において必要な客観的性や批判的思考が肝

要となる。さらに、この思考過程の中で生徒間や教師あるいは教材との対話を行い，自分の結果や

見解と他者のそれらとを練り合わせることは効果的に深い学びを生徒にもたらすことができる。こ

の過程では、自分の意見や見解を述べる力や相手の意見を聞く力が必要であり、それらを養う視点

として「コミュニケーションができる人」がまさにそれを担うものとなる。このため、IB の学習者

像は教科レベルでのカリキュラムマネジメントにも極めて調和的であり学習課題を設定していく上

で必然的に取り入れるべき視点となっている。 

以上をふまえて，本校における理科の授業においては探求すべき目標を生徒の中で明確化し，実験・

観察から結果をまとめ，考察を行う中で生徒間や教材，教師との対話を重視する課題設定をとおし

て主体的で対話的な深い学びの達成を目指した。 

 

 

 

1．対 象 附属池田中学校 第 1 学年 D組(36 名） 

 

2．単元設定の理由 

 本単元は、我々が暮らす地球を捉える単元である。この単元をとおして、生徒は自分たちが暮ら

す生活環境を捉える基盤となる大地をとらえ、生活を支えるエネルギーの由来や、時に生活に脅威

を及ぼす大地の変動や火成活動を学ぶ。この中で、火成活動は大地の成り立ちや変動と関連した題

材であり、これらを科学的に捉える事はすなわち自分たちの生活との繋がりを見つめることであり、

ひいては災害安全や、エネルギーの問題など社会との繋がりを見つけ出す単元となっている。この

ため、本単元において地球のしくみを理解し、実生活と結びつける視点を養いながら自分たちの生

活におけるリスクや豊かさのみなもとがどこにあるか見いだし、その点について科学的に捉え対応

する方策を検討することで明日を切り開く資質能力を養うことを目指したい。 

 

3.単元目標及び評価規準 

 Ⅱ．実践の概要  

図 1 IB の学習者像(国際バカロレア機構 HP より) 



知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

火山活動に伴う噴出物につい

て調べる事ができる。 

マグマの種類に起因する変化

を見いだす事ができる。 

火成活動に起因する生活との

つながりを自ら見いだし，か

かわり方を考えようとしてい

る。 

 

4.単元計画 

第 1次大地が火をふく 

第 1時 火山活動のイメージ図を書こう 

第 2時 火山活動の映像を観察して気づいたことをまとめよう(本時) 

第 3 時 火山噴出物の特徴を捉える 

第 4 時 火成岩と鉱物 

第 5 時 火山活動とマグマ 

第 6 時 マグマの由来と地球構造 

 

5．実践授業のまとめ 

（1）本時の目標 

自らが思っていた火山活動と比較しながら火山活動を科学的な視点で捉え，記録する 

 

（2）展開 

過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価 

導入 

１ 日本を含め、世界に分布する代表的な

火山を Google アースで確認する。 

・一つの火山は全体で確認し、

あとはそれぞれの端末で確認

する。 

 

展開 

２ 火山活動の様子の動画で観察を行い、

科学的な視点で捉える。 

３ 捉えた映像についてグループで交流

し、それぞれの火山活動において特徴

の整理を行う。 

4 自分が描いた火山活動との違いや，各

火山の共通点や相違点についてまとめ

る 

・マグマの種類を意識した火成

活動の映像を視聴させる。 

・動画から特徴を捉えるのは難

しい事を理解させ、共有する

意義を確認する。 

○思  

C 

 

 

 

 

○主  

C 

まとめ 

5 火山活動には様々なタイプがあり、火

山噴出物についてもいろいろな物があ

ることを確認する。 

・火山弾や火山灰、火山ガスや

火山岩など火山噴出物の色や

火山の特徴、噴火の形態との

関連性について注目させる。 

 



 

6．成果と課題 

授業のねらい 

日本には多くの火山が存在する物

の，総人口の多くは都市部に集中

しており，火山という存在は身近

なものではない生徒が多い。また，

火山が存在する地域においても，

普段から火山の活動的な姿を見る

機会は限られており，鹿児島など

の一部の地域を除いて一般的な中

学生における火山イメージは富士

山のような静的なものとなってい

ると考えられる。本校の実状とし

ても，実際の火山を見たことがあ

る生徒は限られており，さらに活

動している様子を見た生徒につい

ては皆無に近い状況である。この

ため，火山活動や火山そのものに

ついては実物による理解によるも

のではなく，メディア等や文献等

による「印象」に近いものであるこ

とが予想される。 

自然科学における基本的なアプローチは先述のと

おり，実験・観察が基本であるが，火山については

実物の観察は非常に難しい。そこで，本単元では

実物の観察に代わるものとして，動画による火山

の観察を第 2 時に設定した。火山噴火には種類が

あるが，噴火の種類の主な決定要因はマグマの性

質であることから，苦鉄質(玄武岩質)マグマから

なる火山，中性(安山岩質)マグマからなる火山，

珪長質(デイサイトから流紋岩質)マグマからなる火山の代表として本研究ではハワイのキラウェア

火山，フィリピンのクラカタウ火山，日本の雲仙普賢岳(平成新山)を選択した。 

また，観察を主体的対話的で探求的なものとするために単元の冒頭に導入として火山及び火山活動

のイメージ図作成を行った。火山のイメージ図を作成することにより，実際の火山活動と自分の持

つイメージとの比較検討を行う事が可能となり，主体的に観察を行い，比較検討することを目指し

た。さらに，観察を効果的なものとするためイメージ図作成にあたり， 

図 2 第 1 時におけるワークシートの典型例 

図 3 火山活動のイメージの交流 



できるだけ，写実的に描写を行

うよう促すことにした。このた

めイメージ図作成の前に理科の

観察における要点について生徒

に確認を行った。この際，生徒か

らは色や形といった内容が挙げ

られ，それらの共通理科の後に

イメージ図の作成を行った。ま

た，イメージ図の作成において

火山活動の内容を生徒の中でよ

り整理されたものとするため

に，班のメンバー間で交流を行

い説明することを念頭に説明文

をつけるように指示を行い，言

語化を促した。生徒が描いた標

準的な火山活動のイメージ図を

図 2 に示す。このイメージ図の

交流は第 2 時における観察をよ

り効果的なものとなるよう，疑

問点や確認する点を明確化する

ことを意図して行わせ，イメー

ジ図における生徒間の共通点や相違点について整理を行うように働きかけを行った。図 3に交流の

様子を示す。 

世界的に火山の分布を見ると，分布がプレート境界に分布が集中していることは地質学において基

本事項である。これは即ち世界に分布する火山の大部分が安山岩質の火山であることを意味してい

る。このため生徒の火山の印象は必然的に安山岩質マグマから形成されやすい成層火山が主なもの

となり，火山活動の様子のイメージは必然的に成層火山において見られるブルカノ式やストロンボ

リ式の火山活動に収斂すると仮説を立案した。この仮説検証を図 2 に示した第 1時のイメージ図を

用いて行った結果，おおよその生徒は図 2 にしめすとおり噴煙の描写やマグマの吹き上げに伴う火

山弾を描いており，ブルカノ式やストロンボリ式の火山活動の特徴を描いていた。しかし，一方で，

イメージ図の中には溶岩流が比較的多く描かれているものがあり，ハワイ式の噴火を想起させるも

のも見られた。これについては，メデイアや教材における火山活動の中で，溶岩流が大規模に流れ

る様子は非常に印象に残るものであり，火山活動のイメージにはある程度の影響を及ぼしていると

考えられる。 

第 2時の火山活動の観察に際して，動画の視聴では火山の活動に視点が多く集まることを予測した

ため Google Earthを用いて火山の形態の確認も合わせて行った。現在の Google Earthのバージョ

ンは 360°全方位から視点を変えて火山の姿を見ることが出来るため，火山の形態的特徴の把握に

図 4 火山観察記録用ワークシート 



は大きな効果を発揮すると予想した。 

 

成果と課題 

本研究に置いて，図 2 に示したように，生徒の火

山における典型的なイメージはブルカノ式やス

トロンボリ式噴火を伴う，成層火山であることを

確認することができた。 

次に，第 2時における生徒のワークシートの代表

例を図 3に示す。授業中の発言やワークシートか

ら本授業をとおして，火山には形態的な違いが存

在し成層火山や溶岩円頂丘を形成する火山のよ

うにある程度の高さを持つ火山がある一方で標

高があまり高くない火山の存在見いだす事ができた。また，動画による観察の中で火山噴出物の色

の違いについて気づかせるとともに，マグマの粘性について着目させることができた。さらに，火

山噴出物には噴煙からもたらされる火山灰以外に火山弾のような塊状のものの存在を認識させるこ

とができた。文部科学省による主体的で対話的な付加学びについての解説を図 4に示す。図 2 のワ

ークシートの例に示したこれらの気づきは，班における生徒間の交流や，自らが作成した火山のイ

メージ図，時には授業者との対話をとおすことで気づきが得られており，今回における授業研究を

とおして生徒間や教材，授業者との主体的で対話的な深い学びを達成することができたと考える。

第 2時における班内の様子を図 5に示す。班ごとの交流の中で，生徒は身振りを交えて班のメンバ

ーに自分の観察した内容を説明したりする姿や，授業で視聴した動画を再度自主的に視聴したりし

ながら班のメンバーと交流を行っている様子が見られた。図５のワークシートに記された本授業の

気づきは次時以降の火山灰から鉱物，火成岩を経てマグマの粘性に起因する火山の特徴につながる

ものであり，単元の冒頭における導入として探求の元となる導入を十分行う事ができたと考える。 

しかし，今回の授業設定は探

求の材料を授業者主導で設定

したものであり，課題のみ提

示された状態において生徒自

ら疑問を持ち，課題設定に至

る力の育成という視点ではそ

こに到達するものではない。

そこで，今後の課題としては，

次の段階として生徒自らが探

求テーマを見いだせるような

課題設定について検討を行っ

ていきたい。 

 

図 6 参考資料(主体的対話的な深い学び/文部科学省 HP より ) 

図 5 動画観察後の交流の様子 



生活や社会の中の音や音楽の働き，音楽文化についての理解を深める音楽科授業 

 
音楽科 内兼久 秀美 

 
 

1．音楽科として育成すべき「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」について 

新学習指導要領には，急㏿に変化していく世界で生きていく生徒たちにとって必要な力の１つと

して，生徒たちが様々な変化に積極的に向き合い，他者と協働して課題を解決していく力が挙げら

れている。中央教育審議会は，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成 28年 12 月 21日）（以下「中央教育審議会答

申」という。）において，現行学習指導要領の成果と課題として，次のように示されている。「音楽

科、芸術科(音楽)においては、音楽のよさや楽しさを感じるとともに、思いや意図を持って表現し

たり味わって聴いたりする力を育成すること、音楽と生活との関わりに関心を持って、生涯にわた

り音楽文化に親しむ態度を育むこと等に重点を置いて、その充実を図ってきたところである。一方

で、感性を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや価値等を

考えたりしていくこと、我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、よさを一層味わえるようにしていくこ

と、生活や社会における音や音楽の働き、音楽文化についての関心や理解を深めていくことについ

ては、更なる充実が求められるところである。」これらのことから，新学習指導要領において音楽科

で育成を目指す資質・能力を「生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能力」

と規定されている。私たちの周りには生活や社会の中の音や音楽，音楽文化があり，日々影響を受

けている。音楽科で育成を目指す資質・能力を育成することで，生徒がその後の人生において主体

的に音や音楽，音楽文化と関わり，豊かな生活を営むことができると考えられる。音楽科の授業に

おいて，音や音楽，音楽文化との関わりの方法は，歌う，楽器を演奏する，音楽をつくる，聴くな

どと様々な形がある。今年度は新型コロナウイルスの影響により生徒たち同士が直接的に関わり合

いながら学ぶ機会が少なからず失われ，また歌ったり演奏したりすることへの制限のある状況の中

ではあったが，音楽に関する知識及び技能を，生徒自身が感性を働かせながら実感を伴って理解し

たり身に付けたりできるようにしたいと考えている。 

 

2. 音楽科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「学習課題（問い）」 

中央教育審議会答申には，現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直しとして，「芸術系教科・科

目においては，思考力・判断力・表現力等を高めるため，言語を用いた言語活動を行うほか，言語

以外の方法(音や形、色など)を用いた言語活動や，音や形，色などにより表現されたことを捉えて

言語化する言語活動を行っている。また，捉えたことを，喩えたり，見立てたり，置き換えたりす

ることは，表現や鑑賞を深めていく際に重要な活動である。このため，『アクティブ・ラーニング』

の『主体的な学び』，『対話的な学び』，『深い学び』の視点からの学習・指導の改善・充実を図る上

でも，現行の学習指導要領において重視されてきた言語活動については，芸術系教科・科目の特質

に応じた充実を図ることが求められる。」と述べられている。このような課題から，音や音楽を基盤

Ⅰ．総論 



とするコミュニケーションを，音楽科の特質に応じた言語活動の充実により活性化させ，主体的，

対話的で深い学びに向かわせることとした。 

 また，国際バカロレア機構が示している Art Guideには，「コミュニケーションとは，合図，事

実，アイディア，しるしを交換または伝達することである。そのため送り手，メッセージ，対象と

なる受け手が必要である。コミュニケーションには情報または意味を伝達する活動が含まれる。効

果的なコミュニケーションには，共通の『言語』（書き言葉，話し言葉，非言語など）が必要であ

る。」というように示されている。 

 音楽活動におけるコミュニケーションは，言葉だけでなく，音や音楽も媒体として行われる。音

や音楽を通して，音楽を形づくっている要素及び音楽の特徴を知覚し，そこから感受したことによ

って喚起される自己のイメージや感情を，音楽の背景などと関連付けることに基づいてコミュニケ

ーションが行われる。そのような学習過程で得た，音楽に対する自己の感情や音楽の背景などと関

連付けたものを他者と共有・共感することで，自分の考えをより明確にすることができると考える。

そのためには，音楽に対する感性が働いていることが前提となる。音楽に対する感性については，

新学習指導要領には，「『音楽に対する感性』とは，音や音楽のよさや美しさなどの質的な世界を

価値あるものとして感じ取るときの心の働きを意味している。」と示されている。音楽に関する知

識や技能は，感性が働いていない状態で得ることができる部分もあるが，実感を伴って理解したり

身に付けたりできるようにすることで音楽に対する感性は一層豊かなものとなると考えている。こ

のことから，音楽活動におけるコミュニケーションを通して感性を育むことで，異文化を理解し多

様な人々と協働することにもつながると考えられる。今年度音楽科では，箏を実際に演奏すること

を通して生活や社会における音や音楽の働き，音楽文化についての関心や理解を深められるように

したいと考えた。また，音や音楽に対する感性を働かせながら他者と協働して演奏することにより

自己を見つめ，音や音楽を基盤とするコミュニケーションを言語活動の充実により活性化させたい

と考えている。 

 

 

 

1．対象及び指導内容について 

⑴対 象 附属池田中学校 第２学年(145名） 

⑵指導事項 

ア 器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲にふさわしい器楽表現を創意

工夫すること。 

イ(イ) 楽器の音色や響きと奏法の関わり 

ウ(ア) 創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な奏法，身体の使い方などの技能 

2．単元設定の理由 

 現行の学習指導要領の学習内容の改善点として挙げられているものの一つに，「我が国や郷土の

伝統音楽に関わる指導の充実」がある。このことから，新学習指導要領には歌唱や器楽の指導にお

いて，我が国の伝統的な歌唱や和楽器を扱う際の配慮事項として，「生徒が我が国や郷土の伝統音楽

Ⅱ．実践の概要 



のよさを味わい，愛着を持つことができるよう工夫すること」と新たに示された。今年度は鑑賞分

野において我が国や郷土の伝統音楽について取り扱うことに加え，今年度から箏を 4 人グループに

つき 1面用意することができたため，器楽分野として筝の演奏に取り組むこととした。箏は撥弦楽

器であることから，多くの生徒にとって取り組みやすい楽器であり，基礎的な奏法以外にも糸を押

したり，こすったりするなどの様々な奏法があることから，たくさんの音色を表現できる楽器の一

つである。この特徴を活用し，実際に筝を演奏することで筝の持つ音色の良さに実感を持って気付

かせ，それを生かした奏法を身につけることで我が国や郷土の伝統音楽のよさや特徴を捉え，自ら

の価値判断を伴った音楽に対する捉え方を深めさせたいと考えている。本単元では，箏を演奏して

いく導入の授業として，筝の音色に着目しながら基礎的な奏法を身につけることを目的としている。

今までの経験や鑑賞分野の授業において培った，楽器の構㐀，音色や響き，奏法などの知識を生か

し，実際に箏を演奏することで音色と奏法との関わりについての理解を一層深めさせたいと考えた。 

3.単元目標及び評価規準 

知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

箏の特徴をとらえた音楽表現

をするために必要な，基礎的

な奏法，姿勢や身体の使い方

などの技能を身につけて演奏

している。 

〈観察・ワークシート・発表〉 

箏の音色，音のつながり方を

知覚し，それらの働きが生み

出す特質や雰囲気を感受しな

がら，箏の特徴をとらえた音

楽表現を工夫し，どのように

演奏するかについて思いや意

図を持っている。 

〈観察・ワークシート〉 

箏の特徴（楽器の構㐀や奏法，

音色の響き，よさ）に関心を持

ち，基礎的な奏法で演奏する

学習に主体的に取り組もうと

している。 

〈観察・ワークシート〉 

4.単元計画 

第１次 学習の流れを理解し，箏の基礎的な奏法を身につける。 1時間 

（本時） 

第 2次 「虫づくし」を演奏しながら，音色のよさや余韻の変化に気付き，どのよ

うに演奏するかについて思いや意図を持つ。 

1時間 

第 3次 演奏発表を行い，互いの演奏について批評する。 1時間 

5．実践授業のまとめ 

（1）本時の目標 

箏の持つ音色や響きの特徴を理解し，基礎的な奏法を身につけて演奏しよう。 
（2）展開 

学習過程 学習活動及び内容 指導上の留意点 評価 

導入 

（10分） 

１．箏の構㐀や特徴，基礎的

な奏法を復習する。 

○１年生の時に「六段の調」を鑑賞した

ことを思い出させることで，箏の音色の

特徴や奏法について学習したことを復

習させる。 

 



展開 

（30分） 

２．平調子の調弦を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

３．右手の親指での基礎的な

奏法を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

４．糸の弾く位置による音色

の違いに気づかせる。 

 

 

 

５．中指での基礎的な奏法を

身につける。 

 

 

 

 

 

６．「虫づくし」を演奏する。 

 

○演奏するときの身体の向きや姿勢、爪

の付け方等を適宜助言しながら進める。 

○一の糸から巾の糸まで順に，全員で一

斉に演奏させることで，正しい音高であ

るかどうかを確認させる。 

○音高があっていない場合は，柱を左右

に移動させるよう助言する。 

 

○適切な手の形や角度を身につけさせ

る。 

○弾いた後に次の糸に当てて止め，その

まま続けて次の糸を演奏することを確

認する。 

○どの糸も同じ響きで弾けるように、楽

器の傾斜に合わせて爪を当てる角度を

調節させるようにする。 

 

○五の糸の四分六から柱までのいろい

ろな場所を弾くことで，四分六寄りの糸

で弾いた音色がしっかりとした音色で

あることを確認させる。 

 

○親指で演奏するときの手首の角度と

は違うことに気づかせる。 

○親指での基礎的な奏法の時と同様，ど

の糸も同じ響きで弾けるように、楽器の

傾斜に合わせて爪を当てる角度を調節

させるようにする。 

 

○箏の縦書きの楽譜の読み方を理解さ

せる。 

○ここまでの基礎的な奏法が身につい

ているか，またよい音色で演奏できてい

るか机間指導の際に適宜助言をしなが

ら進める。 

 

観点３ 

（観察） 



まとめ 

（10分） 

７．箏の基礎的な奏法が身に

ついたか振り返り，次回への

課題を確認する。 

○ワークシートへ記入させることで，個

人の次回への課題を明確にさせる。 

観点１，２

（WS） 

6．成果と課題 

成果として挙げられる点は，2 点ある。1点目は，生徒自身が伝統音楽に親しみ，実際に筝に触れ

る事でよさを一層味わう姿が見受けられたことである。箏を触れたことのある生徒の多くは小学校

で触れたことのある生徒であり，その他の場面で筝に触れたことのある生徒はわずかであった。ま

た，生徒が箏を用いた楽曲に触れる機会は，神社やお寺を訪れたときやお正月にテレビやインター

ネットなどの媒体を介して聴いたとき，日本料理店を訪れたときなど，日常生活の中でも非常に限

定的であることが感じられた。しかし，実際に箏に触れ，わずかな奏法の工夫で音色が変化するこ

との楽しみを見出し，自分の生活における身近なものであったことを徐々に認識していく姿が見受

けられた。これらのことが，生徒自身が我が国や郷土の伝統音楽と生活や社会との関わりに気付き，

音や音楽のよさや美しさなどの質的な世界を価値あるものとして感じ取るきっかけになるようにし

たいと感じた。 

2点目は，筝の持つ美しい音色を探究させることで，創意工夫を生かした音楽表現をするために必

要な技能を養うことができた点である。今回生徒たちは，筝がどのような構㐀であり，どのような

音色を持つ楽器なのかということについて，知識として身につけていたことを，実際にどのように

演奏することで意図している音色で演奏できるのかという点を生徒自身が見つけ結び付けられるよ

うにしながら，適切な場面で助言をしながら授業を進めていくようにした。筝の奏法として適切で

ない場面も見受けられたが，そのような奏法だとどのような音色であるのかを確認させ，どのよう

に工夫にすれば生徒自身がイメージしている音色が出せるのかということを考えさせ，他の生徒と

班活動をする時間を取りながら進めることで気付きが多く生まれたように感じる。その結果，箏を

演奏することの楽しみを見出す生徒が多く見受けられるようになったように感じている。このこと

から，些細なことではあるが一方向的な授業にならないように生徒の思考の流れを把握しながら，

適切な手立てを講じる重要性を改めて感じた。 

課題として挙げられる点は，箏を演奏することをきっかけに，音楽的な見方・考え方をいかに深め

られるかということである。限られた時間の中で，箏を演奏する基本的奏法の技能を身につけるに

留まらず，音楽に対する感性を働かせながら生活や社会の中における音や音楽の存在に気付き，そ

れらを主体的に捉えられるようにするには，どのような活動からそれらを見出せるのかを見つめ，

今後箏を扱った授業を組み立ていきたいと考えている。 
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遠近法を⽤いた名前デザイン 
美術科  前⽥ 歩 

 
 

 
学習指導要領の改定に伴い、美術科では、中学校を卒業した時「どのような資質・能⼒が⾝につき、何

ができるようになるか」がさらに具体的な姿でわかりやすく整理された。 
 
学習指導要領における美術科の⽬標は次の通りである。 
 
 
 
 

 これにより、美術科においては、技能を伸ばすことに重点を置くのではなく、表現や鑑賞の活動を通して、物事

の捉え方や課題を見出す力と、それらを解決する力を身につけることを目標にしていると考えた。単元設定や作

品の目的はこれに則って工夫を重ねることが重要である。 

 

 また、教科での第２学年及び第３学年の目標として次のものが挙げられている。 

 
 
 
 
 
「⽣活や社会の中の美術や美術⽂化と豊かに関わる資質・能⼒」とは、造形的な視点を豊かにもち、⽣

活や社会の中の形や⾊彩などの造形の要素に着⽬し、それらを通して、⼀⼈⼀⼈の⽣徒が⾃分との関わ
りの中で美術や美術⽂化を捉え、⽣活や社会と豊かに関わることができるようにするための資質・能⼒
のことである。 
 
これを受けて、本校美術科における「社会とつながり明⽇を切り拓く資質・能⼒」とは、⾝の周りの物

事の問題点や課題を⾒出し、⾃分の思考を社会に繋げ、問題解決における具体案や表現⽅法を⾒出す能
⼒のことであると考えた。これらの資質・能⼒は、⼦どもの⼈間形成と美的感覚の発達に深く関わって
おり、⼈格の発達に関わる感性的認識の教育に繋がっている。その資質・能⼒を育成するため「作るを通

して生きるを学ぶ」をモットーに「感じること」と「知覚すること」の双⽅からアプローチするよう、単元を
⼯夫し実践に取り組んでいる。 
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教科の目標は，小学校図画工作における学習経験と，そこで培われた豊かな感性や，表現及び鑑賞に関

する資質・能力などを基に，中学校の美術で資質・能力の向上と，それらを通した人間形成の一層の深化を

図ることをねらいとしている。 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美術や美術文

化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

（１）対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて⾃分の表現⽅法
を追求し、創造的に表すことができるようにする。 

 



 
 

1. 対象 附属池⽥中学校 第２学年 C 組 
単元名「遠近法を⽤いた名前デザイン」 
 
2. 単元設定の理由 
 遠近法の知識は、対象を捉える造形的な視点を養うために必要な要素の 1 つである。その知識を定着
させるためには、授業中に獲得した知識が「実⽣活で活きている」と⽣徒１⼈１⼈に知覚させる必要が
ある。⽇頃感覚的に捉えている「遠近感」の根拠を深く学ぶことにより、空間認識能⼒（「⾒えている部
分」と「⾒えていない部分」を無理なく結びつけて理解する⼒）が向上し、⾃分の表現したいことを的
確に表現できるようになり、その能⼒を活かした鑑賞活動の充実も期待できるのではないかと考えた。 
 加えて「遠近法」というと絵画で⽤いる場合が多いが、技法の難易度を考慮すると、制作の内容はあ
まり難しく捉えられないようなものに設定する必要があった。そのため「絵画」よりも「デザイン/イラ
スト」のように、取り掛かりやすさを感じられる題材の⽅が技法を学ぶ第⼀歩としては適していると考
え、絵画的な技法を⽤いたデザイン作品の制作を設定した。 
 
3. 単元⽬標および評価規準 
 
（１） 単元⽬標 
・ 遠近法の知識を習得する。 
・ ⾃分の思いや考えを表現できる。 
 
（２） 評価規準 

知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・遠近法を理解して、⽂
字ごとの奥⾏きの美しさ
を考え，ポスターカラー
の特性などを基に豊かな
発想をし、創造的な表現
を⾏っている。 

・作品の美しさや⾒せ⽅を考え
ているなど、表現⽅法を⼯夫し
たり，総合的に考えたりするな
どし，創意⼯夫して創造的に表
している。 

・遠近法や⽂字のレイアウトに関⼼をも
って、主体的に学習に取り組んでいる。 
 
・友達の発表を聞いて作品を鑑賞し，⾃
分の制作を振り返ることができている。 

 
 
4. 単元計画（全９時間） 
第 1 次：遠近法の学習（2 時間） 
第 2 次：作品の説明、アイデアスケッチ（0.5時間） 
第 3次：作品制作（6時間） 
第 4次：作品鑑賞（0.5時間） 
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作品制作の導⼊として、第１次では以下の①、②の⼿順でワークシートを⽤いた遠近法の学習を進めた。 
①⽴⽅体や簡単な記号を⽤いて⼀点透視図法・⼆点透視図法・斜投影の練習をする。 
②ひらがな・アルファベットなどの⽂字を中⼼とした遠近法の学習をする。 
以上の段階を踏み、遠近法の知識を定着させたのち、作品制作・鑑賞へと学習活動を進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
●作品の⽬的 
 遠近法の技法を学習するだけで終わることなく、⾃らの⼿で表現することにより「⽇頃感覚的に捉え
ているものが造形的な視点を豊かにするために必要な要素である」といった実感を伴いながら学習を進
めることができる。たとえば、授業で得た知識を表現活動に活かすといった⼀連の流れを提⽰すること
で「今の⾃分が何を理解しているか、何ができるか」が認識できるようになる。現在の⾃分の状態を把
握することが、新たな課題の発⾒や解決⽅法を⾒出すことにも繋がるのではないかと考えている。 
 
また、現在の２年⽣は、ポスターカラーの扱いに不安を覚える⽣徒も多い。そのため、今回の作品の⽀
持体には全⾯に⻘い罫線が⼊ったイラストボードを⽤いた。絵の具の濃度が薄いと罫線が透け、適切な
濃度で塗ることができると罫線がきちんと隠れるため、絵の具の濃度や塗り⽅の⽬安がより明確になり、
⽣徒１⼈１⼈が⽬標に向かって制作しやすくなるのではないかと考えた。 
 
5. 実践授業のまとめ  
 
（１）本時の⽬標 
 ・ 美しい⽂字の配置や背景のデザインを考え、⾃分の表現したい名前ボードのデザインを考えるこ 
   とができる。 
 ・ 遠近法や美しいデザインに関⼼をもって，主体的に学習に取り組むことができる。 

・ 作品の美しさやバランス、⾒せ⽅を考えているなど、表現⽅法を⼯夫したり、総合的に考えたりす
るなどし、創意⼯夫して創造的に表せたことを発表する。 

 ・ 友達の発表を聞いたり、作品を鑑賞したりして、⾃分の制作を振り返ることができる。 
 
（２）準備物 
〈⽣徒〉教科書、資料集、ファイル、スケッチブック、筆記⽤具、定規、ポスターカラー 
〈教師〉ワークシート、アイデアスケッチ⽤紙、マニホルドイラストレーションボード（385×353mm） 
 
 

●作品制作の条件 
① ⽂字の⼤きさは画⾯の 3分の 1以上になるように意識して配置する。 
② ⾊は全⾯ポスターカラーで着彩する。⽩の部分も⽩で塗る。 
③ 何かのキャラクターやロゴマークを使⽤することは禁⽌。 
④ 名前はひらがな、カタカナ、漢字、アルファベットのいずれかでかく。 



（３）本時の展開（第 2 次） 
学習過程 学習活動および内容 指導内容 ○評価の観点 

◆指導上の留意点 
導⼊ ・ ワークシートを配布、

⾃分の間違ったとこ
ろや苦⼿なところを
⾒直す。 
 

・ 授業の流れを聞く。 

・ 授業の流れを連絡す
る。 

 

◆ 制作する時間が少なめ
なことを伝える。 

 

制作 作品制作の留意点をもとに、
以下の①、②を決め、アイデ
アスケッチ⽤紙にデザイン
案を描いていく。 
 
① ⾃分の名前をどのよう

に配置するか。 
② 背景のデザインをどの

ようにするか。 
 
他の⼈の途中作品を鑑賞し
ながら制作を進める。 

・ 作品制作の条件を伝
え、アイデアスケッチ
⽤紙を配り、進めさせ
る。 
 

・ 他の⼈と意⾒を交流
しながらアイデアス
ケッチを整え、でき次
第ボードに下書きし
ていく。 

 
・ 他の⼈の途中作品を

鑑賞しながら制作す
ることを促す。 

○ ⽂字の奥⾏きを正しく
かくことができる。 
 

○ 遠近感の効果を考え、主
体的に学習に取り組ん
でいる。 

 
○ ⾃分の思いや考えを表

現できる。 
 
◆ ⽂字の⼤きさはイラス
トボードの全体の 3分の
1程度の⼤きさでかく。 
 

◆ ⽂字の配置は横並びで
なくても良い。 

 
◆ デザインする名前は苗
字/名前どちらかから選
ぶ。 

 
◆ 背景は模様や⾵景など、

何を描いても良い。具体
的なモチーフを描いた
りして⾃分なりのデザ
インを追求する。 

⽚付けと
まとめ 

⽚付け 
振り返りを書く 

振り返りを集める  

 



成果と課題 
● 成果 

・ ワークシートと作品制作で様々な⽂字・図形のパターンを練習したことで、遠近法について深い理
解を⽰し、技法も定着した。 

・ ポスターカラーの扱い⽅について悩みを持っていた⽣徒の多くが、今回の制作で⽰した塗り⽅の基
準「⻘い線が⾒えなくなるまで」を意識することで、絵の具の⽔分量や濃度をつかむことができた。 

・ ⽂字をよく観察し、実際にかくことで、デザインされた⽂字の美しさに触れながら作品制作に取り
組むことができた。 

 
● 課題 

・ アイデアスケッチや制作の時間が⼗分に確保できなかったことが次回への課題である。週１時間の
授業しかない中で、無駄がなく効率の良い制作時間の確保と授業展開が課題である。 

・ 曲線の奥⾏きをつけることに苦戦した⽣徒が予想以上に多く⾒られたため、曲線の練習に特化した
ワークシートを別途⽤意しておくべきであった。 

 
6. 完成作品のイメージ図（下図 例 1、例 2） 
 
（例 1）               （例 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実際の⽣徒作品では、⾃分の好きな場所や柄、⾃分の部活動で使っている道具（楽器やラケットなど）
を描いている⽣徒が多く⾒られた。また、⽂字だけでなく背景にも⼀点透視図法を⽤いたり、光源を意
識し、⽂字の奥⾏きの上⾯と側⾯で少し絵の具の明度を変えるといった発展的な⼯夫をした⽣徒も多く
⾒られた。 
 
遠近法の技法や、背景の⾃由な発想に⼾惑う⽣徒もいたが「⾃分が表現したいこと」と素直に向き合い
ながら、周りの⽣徒たちとの協⼒を重ね、制作を進めることができた。 
 
 
 

背
景
の
テ
ニ
ス
コ
(
ト
に
も 

⼀
点
透
視
図
法
を
⽤
い
た
作
品
の
例 ↓

 



7. ⽂化祭での作品展⽰の様⼦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8. ⽣徒の振り返り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考⽂献 

・ ⽂部科学省「中学校学習指導要領解説 美術編（平成 29年告⽰）」 



「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」を育む保健体育科授業」 

 

保健体育科 三好 達也・森田 直樹・梅垣 仁志 

 
 

1．保健体育科として育成すべき「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」について学習指導要

領の改訂に伴い,これからの時代に求められる資質・能力が３つの柱で整理され,明確化された。こ

れを受けて保健体育科の目標が次のように示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの資質・能力を育成するためには,体育や保健の見方・考え方を働かせる必要がある。保健体

育科の見方・考え方は新学習指導要領において,以下のように整理されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校保健体育科における「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」とは,物事を多面的・多角的

に考え,概念理解等,教科横断的な汎用性のある保健体育科の資質・能力だと捉えた。このような資

質能力を育成するために,IB 教育を取り入れ,教科横断的な視点で捉えたカリキュラム・マネジメン

トを行うことで,保健体育科の資質・能力がより洗練され汎用性が高まるように単元を工夫し,実戦

に取り組んでいる。 

 

 

Ⅰ．総論 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と

体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための

資質・能力を次のとおり育成することを目指す 

(1)各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に ついて理解するとともに，

基本的な技能を身に付けるようにする。  

(2)運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者

に伝える力を養う。  

(3)生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を 目指し，明るく豊かな生活を

営む態度を養う。  

「体育の見方・考え方」 

運動やスポーツを， その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視

点から捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること  

「保健の見方・考え方」 

個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え，疾病等

のリスクの軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づくりと関連付けること 



2. 保健体育科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「探究のプロセスの構築」 

生徒主体の学習展開を行うために,IB の手法を用いた学習展開を行う。最初に探究テーマを設定し

た後、各個人やチームごとに探究テーマに近く練習計画や内容を考えて学習を進めるといった方法

である。一見,放任しているように感じる部分もあるが,疑問や,困り事を出させる時間を取ったり

適宜指導にはあたることで、自らの計画や取り組みに対するリフレクションを行うことができる。,

子どもたちの疑問と単元の狙い（運動特性に触れる）をうまくつないだ探究テーマの設定をするこ

とで主体的に学習を進めることにつなげ，そこから運動特性を考えさせたり,触れさせたりするこ

とでより深い学びにつながると考える。 

 

 

 

1．対 象 附属池田小学校６年南組,附属池田中学校 ２年 D 組,附属池田高校３年２組 

 

2．単元設定の理由学習指導要領の改訂の要点の１つに運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観

点から，体力や技能の程度，性別や障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有

することができるよう指導内容の充実を図ること。があげられている。体育理論（中学校１年生及び２年生）の

スポーツの多様性は、上述で求められている部分にあてはまると考えられる。体育理論の学習は一般的に

座学が多いが、本来スポーツの多様性を感じたり、指導内容の充実をはかったりすることを鑑みると、異年齢

集団における学習活動を体験的に行うことが重要であると言える。 

本校は、同じ敷地内に小学校・中学校・高校があり、カリキュラムを工夫することで異年齢での交

流活動を行うことができ本単元を設定した。 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質能力を育む

といった観点から考えても、この年代で様々な違いを理解しておくことの価値は高い。 

その際，共生の視点を重視する。年齢差や性差、障害の有無などの人の違いを、当たり前に受容、

共感できる心を育むことこそが、学習指導要領の目標でもある、心と体を一体としてとらえ，生涯

にわたって健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを実現する資質・能力と言えるからである。 

本単元を通して、運動やスポーツが多様であることについて理解し、その学習に積極的に取り組も

うとする態度の育成を目指す。 

 

3.評価規準 

知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・運動やスポーツが多様である

ことについて理解している。 

・運動やスポーツが多様である

ことについて，自己の課題を発 

見し，よりよい解決に向けて思

考し判断するとともに，他者に

伝えている。 

・運動やスポーツが多様である 

ことについての学習に積極的に

取り組もうとしている。 

 Ⅱ．実践の概要 



4．本時 

（1）目標 

・運動やスポーツが多様であることについて，自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断

するとともに，他者に伝えている。 

（2）展開（授業担当生徒と作成した授業展開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．参考文献 

(1) 文部科学省「中学校学習指導要領」東洋館出版社 

(2) 文部科学省「中学校学習指導要領解説 保健体育科編」東洋館出版社 

（3）文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター「指導と評価の一体化」ための学習

評価に関する参考資料 中学校 保健体育科  

 

 

6．成果と課題 

ファミリースポーツ全 5 回終了後に中学生対象に 

振り返りアンケートを行った。 

アンケート結果は以下の通りである。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの生徒が、ファミリースポーツを通して、異学年交流の良さを感じられており、自分たちも行

いたいという主体的な考え方も芽生えた生徒も一定数いた。 

スポーツが年齢差や体格差を超えて人と繋がることができる有効なツールであることが子供自体が

認識している様子が見られた。 

スポーツへの関わり方が多種多様であること「する・見る・知る・支える等」を理解することがで

きていた。 

一方で、課題も残った。中学校保健体育として活動する際に、カリキュラムの位置付けをどうする

かということである。今回は体育理論に関連づけて行ったが、果たしてそれが妥当だったのかは今

後検討していく必要がある。また、小中高の日程の都合上、5 回しかできなかった点、そして行事

などの関係で時期がずれることもあり継続して行うことができなかった部分には課題が残った。 

汎用性のある授業として提案するには不十分な点が残った。来年度以降は、小中高だけでなく、小

中や中高と分けて行っていくことを検討している。そうすることでより再現性のある授業になって

いくと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ボッチャ 〜共生社会の形成に向けて〜 

保健体育科 森田 直樹 

 
 

1．本単元における「社会と繋がり明日を切り拓く資質・能力」とは，協働的な活動から生まれる，

他者との繋がりを大切にしようとする意欲だと考える。保健体育の授業でその意欲の育成させるた

めには，運動やスポーツには多様な関わり方があることを理解させることが不可欠である。また，

その意欲が生涯にわたって様々な運動に親しむ力に繋がるのではないだろうか。その考えに近いも

のが，新学習指導要領⑵保健体育科改訂の要点にある。以下がその文章である。 

運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観点から，体力や技能の程度，性別や障害の有無

等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有することができるよう指導内容の充実

を図ること。その際，共生の視点を重視して改善を図ること。 

 

本校の実態と照らし合わせると，体力や技能の程度，性別への違いの理解に関して言えば，男女共

修授業を取り入れているため，共生の視点は男女共修から育くむことが可能と言えるだろうが，障

害への理解に関してはこちらの作為的な指導がなければ厳しい。そうなれば本当の意味で子どもた

ちが「共生」を理解できない。「共生」を理解するためには，障害を持つ方とスポーツを共にするこ

とが望ましい。しかし，なかなかそのような機会が持てないのが現状である。そこで体育理論とも

関連づけたパラスポーツを導入し，道徳・総合との関連を踏まえた教科横断的な障害者理解のカリ

キュラムを組む。授業ではボッチャを通して，工夫次第でスポーツは誰とでも楽しめ，そこから自

らどんな人とも一つのものを楽しむためにはどうすればいいかを思考させ，障害という枠を超えた

繋がりができることで，他者との繋がりを大切にしようという態度を養いたい。 

 

2. 本単元における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「学習課題（問い）」 

 １〜３時間ボッチャを行うことで，スポーツにおいて全員が楽しめる条件は，「全員が全力を出し

てプレーできることである」ことを実感させる。そのうえで，障害に応じた合理的配慮を追求し，

「一緒に活動する人たち全員が楽しめるスポーツ」を考案させることでより深い学びに繋がると考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．指導によせて 



 

 

 

1．対 象 附属池田中学校 第１学年 D組(３６名） 

 

2．単元設定の理由 

「ボッチャを通して共生社会を育む態度を養う」 

「ボッチャ」はターゲット型で，脳性麻痺の人にも楽しめるように考案されたスポーツである。そ

れゆえ「今持っている力で楽しむ」ことを基調として取り組むことができ，「誰にでも」楽しむこと

ができるということから単元設定の理由に至った。 

また、「共生」の視点だけでなく，教育課程全体を通して目指す資質・能力の一つである，「理解し

ていること・できることをどう使うか(未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」)」

も育成させるためにも「ボッチャ」は本校の生徒に適していると考えた。本校の１年生は球技にお

いて必要な「定位能力」「変換応力」が乏しい傾向にある生徒が多い。そのため，「ボッチャ」のよ

うな比較的ローテンポでゲームが進むが，戦術的な判断を必要とする場面が多い種目が適している

と判断したことも大きな要因である。 

「ボッチャ」をパラスポーツの取っ掛かりとして，子どもたちに多くの人が楽しめるスポーツを考

えさせ，そのスポーツを授業者として実践させ合うことで，障害という枠を超え，他者とも繋がり

を持てるということを実感できる力を育てていきたい。 

 

3.単元目標及び評価規準 

知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

個人やチームの能力に応じた

作戦を立て，得失点をめぐる

攻防を展開し，勝敗を競う楽

しさや喜びを味わうことがで

きる。 
世代や機会に応じて，生涯に

わたって運動やスポーツを楽

しむためには，自己に適した

多様な楽しみ方を見つけた

り，工夫したりすることが大

切であることを理解すること

ができる。 

自己やチームの課題を発見

し、よりよい解決に向けて思

考し判断するとともに，他者

に伝えることができる。 
合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫することが

できる。 

積極的に取り組むとともに，

フェアなプレイを守ろうとす

ること，作戦などについての

話し合いに参加しようとする

こと。 
運動やスポーツが多様である

ことについての学習に積極的

に取り組むことができる。 

 

 

 

 Ⅱ．実践の概要 



4.単元計画 

１〜３ 全員が楽しめるってどういうこと？ ボッチャをやってみよう 

４〜５ 全員が楽しめるバレーボールを考えて実践しよう 

６〜７ 全員が楽しめるスポーツを考案しよう 

８〜９ 実践 

 

5．実践授業のまとめ 

（1）本時の目標 

世代や機会に応じて，生涯にわたって運動やスポーツを楽しむためには，自己に適した多様な楽し

み方を見つけたり，工夫したりすることが大切であることを理解することができる。 
 

（2）展開 

過

程 
学習活動および内容 指導上の留意点 

評価 

導

入 

１ グループで用具の準備を

行う。 

２ 本時の授業係のグループ

が説明を行う。 

 

・安全な準備ができるよう支援す 

る。 

・必要に応じた用具の準備を指示す

る 

（思・判・表） 

Bⅰ 

「ワークシート」 

展

開 

３ 各グループに分かれて，

活動を行う。 

・計画通りに進めるよう援助する。 （主）（知・技） 

「観察」 

 

 

ま  

と  

め 

４ 学習の振り返りと評価を

行う 

・様々な世代や機会に応じたスポー

ツへの関わり方ができたかを投げ

かける。 

（思・判・表） 

Dⅲ 

「ワークシート」 

 

6．成果と課題 

教科横断的に取り組んだことにより,合理的配慮に対する理解や障害者理解に深まりが見られた。

ボッチャは重度脳性麻痺の方を対象として考案されたスポーツであり,誰しも楽しめる要素を持っ

たスポーツである。そのボッチャを取っ掛かりとして活用したことで,誰もが楽しめることについ

ての真意の考えへの導入をスムーズに行うことができた。 

 配慮があるので,ゲーム自体が単調なものが多く,飽きやすいものが多かった。そのため,もっと

全員が楽しめるためにはどういう工夫をすればよかったのか,自分たちが考案したスポーツの合理

的配慮は適切であったのかを振り返りを取る時間を単元の中に設けるべきであったことが課題であ

る。 



生活・社会とつなぎ、よりよい生活を目指す技術・家庭科教育 

 
技術・家庭科 淺野浩志 大野真貴 

Ⅰ．総論 

 

1．技術・家庭科として育成すべき「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」について 

本年度の本校の研究テーマは、中学校技術・家庭科が重要視している「これからの生活を展望し

て課題を解決する能力」に大きく関連している。本教科では、将来にわたって自立した生活を営む

見通しをもち、よりよい生活や社会の実現に向けて、身近な生活や社会全体の課題を主体的にとら

え、具体的な実践を通して課題を解決していく中で、自身で明日を切り開く資質能力が備わってく

ると考えている。それを踏まえ、技術科においては、ものつくりの過程の中で基礎的な理解を図り、

技能を習得し、見出した問題から課題を設定し、解決へ導く力をつけさせる。また、新しい技術を

知ることで、作り出した作品への評価、管理、改良などを何度も繰り返しながら、自己を磨く能力

を獲得させたい。 

技術科においては、実生活と情報の技術が社会とどのように関わるのかを取り扱った。様々な側

面からものごとをとらえ考えることにより問題を見出し、課題を設定し解決していく力の育成を目

指した。そこで今後、情報機器を扱う上で重要になってくる知的財産権に着目し、その中でも著作

権において深く考えていくことにより、情報を安全に扱う仕組みを知るとともに自らが社会とのか

かわりを考えることで学びを持続可能な社会へつなげていけるよう考えた。 

家庭科においては、衣食住の生活について、実生活や社会と学習実践のつながりを重視し、多角

的な視点でこれからの生活を展望し課題を解決していく資質能力の育成を目指した「学校給食の提

案 ＳＤＧｓと家庭科カリキュラムデザイン」を試みた。 

これからを生き抜く生徒たちがよりよい社会と幸福な人生の創り手となるためには、世の中に 

起こる多くの事象を自分事としてとらえ、自分自身のことばかり考えるのではなく、持続可能な社

会の構築について多角的に考え行動する力が必要となる。技術・家庭科では、持続可能な社会の構

築のために何ができるかという課題設定を繰り返し行い、生徒の実生活に返す仕組みを作る。その

ことが、生徒たちがよりよい社会と幸福な人生の創り手となるきっかけとなり、さらには一人の消

費者として責任を持つことができるようにしたい。 

 

2. 技術・家庭科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「学習課題（問い）」 

 技術・家庭科における「主体的・対話的で深い学び」とは、現在及び将来を見据えて、生活や社

会の中から課題を見出し、見通しをもって解決のために取り組み、学習の過程を振り返り実践を評

価・改善して、新たな課題に主体的に取り組む態度を育む学びであり、さらに他者と対話したり協

働したりする中で、自らの考えを明確にしたり、広げ深めたりする学びである。生徒が生活や社会

の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決に向けた解決策の検討、計画、実践、評価・改

善といった一連の学習活動の中で、生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ

ながら課題の解決に向けて自分の考えを構想したり、表現したりして、資質・能力を獲得すること



が重要である。(「主体的・対話的で深い学び」の手引き、飛騨教育事務所 n.d.)そのような学びを

実現するために技術科では、大阪府中学校技術・家庭科研究部会で現在研究されている「解の再考

ワークシート」と使用し授業を行った。解の再考ワークシートは題材に生活にかかわりのあるもの

を設定し、題材に対して個人で考え取り組む部分と、グループで取り組む部分を往還できるように

配置したものである。また、対話的な学びにおいて思考を可視化し比較するために思考ツールを使

用し考えを整理できるように工夫した。そして最後に様々な側面から学習したことを基に自分なり

の課題の解決方法を考えさせ学びと日常生活を繋げられるよう工夫した。家庭科では、授業の前に

レディネス調査を行い、中学生の食生活の意識と行動を把握した上で学習課題を設定した。授業に

おいては、下記の実践の概要で後述するが、SDGｓの目標達成のために、普段の生活の中でできる小

さな工夫が生徒たちの生活の中で定着するために、授業の中においても生活や社会全体の課題に結

び付く内容を、様々な方法で追究できるよう教材や学習環境を工夫した。さらにはペアやグループ

等の活動において、考えを集約・分類するなど、互いの考えを可視化し、比較できるように学習環

境を工夫している。 

 

Ⅱ．実践の概要 

技術科 

１．実践テーマ 

情報を安全に利用しよう 

～知的財産権と自分たちの生活とのつながりを知り社会との関わり方を考える～ 

 

2．対 象  附属池田中学校    第３学年(144 名)   技術科 

 

3．題材設定の理由 

これからの時代を生きる上で情報の技術はこれまで以上に生活に直結すると予想される。Society5.0

において多くのビックデータを AI 技術で活用する社会になっていくと考えられている。その中でプログラミ

ングの技術が必要になるのはもちろんのこと情報を扱う上での知識やモラル、情報をどのように扱うかな

ど必要とされる力も多岐にわたる。また、自ら判断する場面も増えてくると考えられる。新学習指導要領に

おいても、情報を扱う上での基礎的な知識だけでなく情報セキュリティやプログラミングによる計測と制御

の学習、双方向性のあるプログラミング学習が示されていることからもこれらのことが読み取れる。現在の

社会において、生活と情報の技術との関わりは深いものとなっている。その中で、インターネットを利用し

得られたレシピを使用する、音楽や動画を利用する、ブログや SNS で情報発信するなど活用方法も多岐

にわたる。一方、意図とは違う形で情報が複製・拡散されてしまい事件として扱われる事例も増えている。

そのような事件を防ぐには、社会を構成する一員として、著作権等知的財産権、インターネットの特性、情

報モラルについて理解し、適切に情報を取り扱うことができるようになる必要がある。したがって、学校教

育においてそれらを指導することが重要である。またインターネットを活用する上では情報セキュリティ技

術が重要である。その基礎的な知識を知り、適切にパソコンやスマートフォン等を設定し扱えるように指導

することが必要である。生徒は日常的に携帯電話やタブレット端末などを使い生活している。普段の学習



ツールとして iPad やノートパソコン等を他の授業などで活用しており、さらに、この度のコロナ禍において

インターネットを利用したオンライン授業を行っている。また、Google クラスルームを用いてワークシートの

配布や日々の連絡などを行っている。その一方、情報機器を使う上でルールを設定していない家も多く、

知的財産権や個人情報について保護者と話し合ったり、教えてもらったりした経験のない生徒もいる。情

報セキュリティ技術についても十分な知識はなく、パソコン等があらかじめ用意された状態で使えていれ

ば、それ以上意識しない生徒が多い。したがって、情報セキュリティ技術についても丁寧な指導が必要で

ある。 

４．単元（題材）目標 

 １．著作者の権利を保護する必要性と日本の著作権制度を知り、適切に著作物を利用する方法を考   

えることができる。 

 ２．情報セキュリティ技術を知り、適切に自分の情報機器を設定することができる。 

 ３．インターネットの特性を知り情報モラルの観点からどのように利用するかを考えることができる。 

 

５．単元における評価規準 

知識及び技能 

（ア） 

思考力・判断力・表現力等 

（イ） 

主体的に学習に取り組む態度 

（ウ） 

１著作者の権利を保護する必 

要性と日本の著作権制度を 

理解している。 

２情報セキュリティ技術を 理解

している。 

３インターネットの特性を理 解

している。 

情報モラルを理解している。 

１適切に著作物を利用する方法 

を考えられる。 

２適切に自分の情報機器を設定 

することができる 

３情報モラルの観点からどのように

インターネットを利用するかを考

えることができる。 

情報を安全に利用するために

積極的に学習に取り組もうとし

ている。 

  

  

  

６．指導計画 

時 主な学習内容 主な評価規準 

第１時【本時】 著作権制度知って正しく利用しよう （ア）１（イ）１（ウ） 

第２時 情報通信ネットワークを安全に利用しよう （ア）２（イ）２（ウ） 

第３時 インターネットをうまく利用しよう （ア）３（イ）３（ウ） 

  

７．実践授業のまとめ 

（１）本時の目標 



著作者の権利を保護する必要性と日本の著作権制度を知り、適切に著作物を利用する方法を考えること

ができる。 

 （2）展開 

学 習

過程 

学習活動および内容 指導上の留意点 評価の観点 

導入 

３分 

  

  

  

前回の授業の振り返り。 

  

 ワークシートの問２ 

著作権との現在の関わりを記入する。 

特許権や、実用新案権について前

回の授業の内容を確認する。 

  

正しい答えを記述させるのではなく

現在の自分の状況を書くように指導

する。 

  

展開  

５分 
  

   

 8 分 

          

    

 

18 分 

  

  

 28 分 

  

  

 35 分 

 情報の技術の進歩に伴い複製が容易

になり、個人としても社会全体としても

便利になってきたことに触れる。 

  

ディズニーのキャラクターを題材に問題

提起したあと、石景山遊園地のニュー

スの動画を見せる。 

  

ロイロノートを立ち上げフィッシュボーン

図を記入させる 

  

完成したものを教師に提出させ、それ

を前に投影し発表する。（２～３班） 

  

フィッシュボーン図を完成させる。 

 身の回りにある音楽やファスナーを

開発した会社の著作権フリーの考え

方など 

  

 他国の批判にならない用に注意を

促す。 

  

  

   手間取らないようあらかじめ行うこ

とを伝えておく 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  （イ） 

ワークシート 

  

  

   

  

まとめ 

45 分 

  

 

  

50 分 

 著作権が守られない社会がどのような

社会になるか、今後自分がどのように

著作権と関わっていくかを考えてまとめ

させる。 

  

振り返り 

 記述時間をしっかりととる。 

  

  

  

  

 提出期限と次の授業で行うことを連

絡する。 

 （ア）（ウ）ワー

クシート 

  

  

  

   

  

 準備物： 教科書、ワークシート、iＰad（ロイロノート）,電子黒板(Apple TV) 



家庭科 

1．実践テーマ 

「小中連携を活かした‘中学生の栄養と食事’の学習を通して，持続可能な社会を構築する」  

～学校給食の提案 ＳＤＧｓと家庭科カリキュラムデザイン～ 

 

2．対 象 附属池田中学校 第１学年(144 名） 

 

3．題材設定の理由 

 近年，子どもの食をめぐっては，発育・発達の重要な時期にありながら，栄養素摂取の偏り，朝

食の欠食，小児期における肥満の増加，思春期におけるやせの増加など，問題は多様化，深刻化し，

生涯にわたる健康への影響が懸念されている。また，親の世代においても食事づくりに関する必要

な知識や技術を十分有していないとの報告がみられ，親子のコミュニケーションの場となる食卓に

おいて家族そろって食事をする機会も減少している状況にある。(厚生労働省：「食を通じた子ども

の健全育成のあり方に関する検討会」報告書) 

しかしながら，原因はそれだけではなく，親の世代が非常に多忙で，食事の準備や食事でのコミュ

ニケーションに時間をかけたくてもかけられない実情もある。子どもの「孤食」が増えたのは，「孤

食」にならざるを得ないライフスタイルの多様化にある。「孤食」は，「自らの意志に反してひとり

で食事をする状態」「本当は家族や親しい人と一緒に食事をしたいのにできない状態」を言う。現代

の社会ではライフスタイルの多様化が進み，昔のように朝晩家族そろって食卓を囲む回数が激減し

た。厚生労働省による全国家庭児童調査（平成 26 年度）によると，１週間のうち家族そろって一緒

に夕食を食べる日数は，「２～３日」が 35.3％と最も多く，朝食についても「ほとんどない」が 33.3％

と最も多い。その背景としては，核家族や共働き家庭の増加，また子ども自身も塾や習い事で忙し

く，家族みんなのスケジュールが合わないことが挙げられる。親は「できれば家族一緒に食事をす

る回数を増やしたい」と考えているはずだが，現状では，社会構造を抜本的に変わらなければ改善

は難しいだろう。 

 このような状況の中，食卓におけるマナーや振る舞いなどの教育や，皆で食べる楽しみなどの習

得を家庭のみで行うことは難しくなってくる｡子どもを取り囲む様々な食の間題の解決には，家庭

外での食事において教育を行っていくことも重要になってくるのではないだろうか。そこで真っ先

に思い浮かぶものが学校給食だ。児童は日常の学校給食によって他の児童と｢共食｣をすることがで

きる｡さらに，学校で行う交流給食によって，地域の高齢者や異年齢集団とも｢共食｣をすることがで

きる｡このように学校給食は児童が他の人々と｢共食｣をする絶好の機会であるといえる｡(2011.野邉，

岡本) 本校では学校給食を実施していないが，隣接する小学校では自校給食を提供しており，献立

も非常に工夫されている。本校でも学校給食を行いたいが，それには困難な点が多くあり，実施に

は至っていない。そのような状況ではあるが，小学校が同敷地内に隣接する好条件を活用し，小学

校栄養教諭と協働し授業内容を考えることで，自分たちが 6 年間食べてきた学校給食の意義や感謝

の意を再認識し，さらには中学生の栄養と食事について考え行動する学びにつながるのではないか

と考える。子どもの心身の健やかな成長には，食事が大きく関与する。様々な側面から子どもの成



長を支援するために，本教科は大きな役割を担っている。中学生に必要な栄養のとり方や献立の作

成，調理や食文化などに関する学習を一層重視し，食生活の自立に向けた基礎的・基本的な知識と

技術を習得することとともに，食生活を主体的に営む能力と態度や，さらにこれからの生活を展望

して，課題をもって自ら生活をよりよくしようとする能力と態度を育てていきたい。 

また、2015年の 9 月 25 日－27 日，ニューヨーク国連本部において，「国連持続可能な開発サミッ

ト」が開催され，150を超える加盟国首脳の参加のもと，その成果文書として，「我々の世界を変革

する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択されたことはずいぶんと知られてきてい

る。アジェンダは，人間，地球及び繁栄のための行動計画として，宣言および目標をかかげ，それ

らの目標が 17の目標と 169のターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」であり，各国が

目標達成に向け行動を始めている。 

SDGsの１から 17までの目標を眺めてみると,衣食住や消費・環境，家族や福祉といった学習を通

じてより良い社会を目指す家庭科教育は SDGsの理念と通じるものがある。たとえばゴール１(以下

G１)の「貧困をなくそう」と G2「飢餓をゼロに」は,家族・家庭生活の内容と関連している。経済格

差や子供の貧困からおこる背景や原因,格差が家族・家庭生活に与える影響,その対策としての子ど

も食堂などの学習が考えられる。(2020，荒井)また,G12 の「つくる責任つかう責任」は,私たちの

生活の持続可能な生産と消費の在りようを考えることに深く関係している。すなわち、家庭科で培

いた理解認識も SDGsの方向と重なっているといえる。今回の授業では食品ロスを取り上げるが,衣

生活の単元では衣料品の大量生産や大量廃棄を取り上げて消費者としての自分の行動について深く

考えていく。このように社会とつながる実践的な学びの一つとして，SDGｓを関連付けた授業を行う

ことで,目標達成への意識をもち行動することのできる人材の育成に尽力できるのではないかと考

える。その観点でみても，SDGsを意識した家庭科カリキュラムデザインは非常に有益なものになり

うるだろう。  

新たな学習指導要領の施行が開始される時期に、SDGsと家庭科との重なりを意識し、思考力や判

断力に裏付けされた「多角的に見たよりよい生活を実践する力」を身に着けさせる家庭科カリキュ

ラムを構築していくことは、今後の持続可能な社会の構築のため、重要と考えている。 

授業に先立ち，中学生の食生活の意識と行動を把握するため，レディネス調査を行った。その結 

果，生徒たちは，家族が整えてくれた食事を食べ，用意してくれた弁当を持って登校してくる者が

多いが，食堂で好きなものを注文して食べる生徒も少なくない。食堂を使用する場合、カツカレー

やカレーの単品が多く、持参の弁当に追加でフライドポテトを購入している生徒も多い。また，自

販機が設置されていることから気軽に清涼飲料水を購入し飲んでいる生徒も多いことが分かった。

毎朝朝食をとっている生徒は全体の約９割と非常に高い数値であるが、朝食を一人で食べる生徒は

全体の３５パーセントと多く、また、夕食も家族そろわないことが多いことが分かった。 

食品ロスという言葉の認知度はとても高く、食べものを残すことはもったいないとほとんどの生徒 

が思っているが、日本の食品ロス量と比較すると、生活との乖離が見られる。また、SDGsという言

葉の認知度も非常に高く、これは社会科でも学習を進めていることが影響していると考えた。 

家族が子どもの「食」に配慮して食事を整えていても，生徒自らが意識を持たなければ食生活は 

変わらないだろう。この状況の改善するためにも本教科における学習が重要だと感じる。そこで，



健康の基礎を築く時期の中学生に対して，本教科で学習した食に関する知識や技術を実生活に生か

し実践できる態度を育て，理想的な食生活の確立をすることをねらいとして本題材を設定した。そ

の中で，実践的・体験的な学習活動を中心とし，生徒が学習の中で習得した知識と技術を生活の場

で生かせるよう，隣接する小学校の栄養教諭と協働して，バランスのとれた献立を考えてプレゼン

テーションを行い，実際に学校給食として採用してもらう取り組みを行う。学校給食の献立は，短

時間でたくさんの量を作らなければならない点や，栄養素の上限なども決まっている点など，取り

決めが多い。様々な課題を解決しつつ，さらにどのようにすれば小学生が楽しんで給食を食べるこ

とが出来るか，試行錯誤を繰り返し考えていく。この過程そのものが計画，実践，評価，改善など

の一連の学習過程を適切に組み立て，生徒が段階を追って学習を深められると考える。実際には小

学校 2 年生(昨年度自分たちが 6 年生時のペア学年)と一緒に試食会を行う予定にしている。 

授業では，生徒を取り巻く環境に十分配慮した上で，生徒が興味・関心等や社会生活で問題になっ

ていること等に応じて食に関する課題を設定し，主体的に実習や調査などの学習活動に取り組める

ようにする。 

また，中学校学習指導要領解説によると，「家庭生活と消費・環境に関する学習については，他 

の内容との関連を明確にし，中学生の消費生活の変化を踏まえた実践的な学習活動を更に充実する」

とある。食生活の自立には理想的な消費生活についても同時に学ばなければならない。前述したよ

うに「食品ロスの削減の推進に関する法律」(略称 食品ロス削減推進法)が，令和元年 5 月 31 日に

令和元年法律第 19号として公布され，令和元年 10 月 1 日に施行された。これは，食品ロスの削減

を総合的に推進することを目的として施行された法律である。政府は食品ロス削減のため予算を組

み,問題を知ってもらうための様々な取り組みを幅広く行っているが,食品ロスを減らしていくには

一人ひとりの意識や行動に関わってくる。そのために本単元では，給食献立を作成や調理実習を行

う前に消費生活の分野を意識した「食品ロスをなくすために何ができるのか」という学習内容を行

う。そうすることで，普段の生活の中でどのようにすれば食品ロスをなくすことが出来るのか実践

的に学ぶことができる。 

 そして,本校が取り組んでいる国際バカロレア(ＩＢ)教育は，あらゆるひと・もの・こととのつな

がりやつりあい，そしてそれらを包み込み続ける，深くて永く続く問いや学びを引き出したり，取

り戻したりする営み，すなわちホリスティックなアプローチである。(2017．成田) IB教育では「研

究」「行動」「振り返り」のサイクルを通じた実践的な取り組みや，探求を通じた協働学習のアプロ

ーチとして ALT スキル(生徒が生涯にわたって学習を享受するために必要な自己認識やスキル)を発

達させる。本単元では，社会性(協働スキル)－他者の見解や考えに積極的に耳を傾ける－と思考(ク

リティカルシンキング)－多角的なものの見方に基づきアイディアを検討する－を課題へのアプロ

ーチの方法と選択した。本校の生徒はグループ活動の中で自身の考えを述べつつ相手を尊重し，結

論を導く課題学習に対して非常に意欲的である。様々な視点や立場から物事を捉え，グループで話

し合って解決策を導き出すという場面を重要視している中で，本単元における様々なグループワー

クの手立てが，他者の見解や考えに積極的に耳を傾け，問題を解決しながら協働していく中で，人

とつながる態度がさらに育成するものと期待する。 

 



4.単元目標及び評価規準 

・中学生の栄養と食事について基礎的・基本的な知識と技術を身に付けている（知識・技能） 

・日本の食糧事情の現状と課題を自分自身の問題だと理解させ，適切な意思決定に基づいて行動す

ることができる。（知識・技能）                                                                         

・自らの食生活について課題を見つけ，その解決を目指して計画，実践，評価，改善等の一連の学 

習過程を適切に組み立てることができる。（思考力・判断力・表現力）                        

・理想的な小中学生の栄養と食事，持続可能な社会の構築などの視点から評価・改善し，自分の 

生活に活かそうとしている。学習を十分に活かして概念の理解を深め，多角的な視点でよりよい

生活や持続可能な社会の構築について，述べることができる。 (主体的に学習に取り組む態度) 

 

知識および技能 思考力判断力表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

中学生の栄養と

食事,日本の食

糧事情の現状に

ついて基礎的・

基本的な知識と

技術を身に付け

ている。  

自身の食生活について課題を見付け，

その解決を目指して生活をよりよりよ

くするために考え，他者と十分に共有

し，解決策を考えることができる。ま

た，課題について多様な視点から自分

の考えを裏付け，工夫して他者に伝え

ることができる。 

中学生の栄養と食事について関心を

もち，食生活をよりよくしようとす

る視点から評価・改善し，自分の生活

に活かそうとしている。学習を十分

に活かして概念の理解を深め，多角

的な視点でよりよい生活や持続可能

な社会の構築について，述べること

ができる。 

 

5.単元計画 

第一次（６時間） 

・バランスの良い食事を考えよう 

・栄養素の種類や特徴 

・中学生に必要な栄養 

第二次（２時間） 

 ・よりよい食生活をめざして 

  食品ロスから自身の食生活について考える 

6．実践授業のまとめ 

（1）本時の目標 

・献立作成のために必要な基礎的知識を理解し，自身の作成した献立について様々な条件を踏まえ

て説得力をもたせ，多様な視点から自分の考えを裏付け，工夫して他者に伝えることができる。                                                    

（思考力・判断力・表現力） 

・理想的な小学生の給食献立を，持続可能な社会の構築の視点からも評価・改善し，自分の生活に

活かそうとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

（2）展開 

 学習活動および内容 指導上の留意点 評価 

導
入 

１前回までの振り返りを行う。 ・これまで行ってきた学習課

題の振り返りを丁寧に行う。 

 

第三次（4 時間） 

 ・給食献立の提案 

第四次（１１時間） 

 ・生鮮食品と加工食品の特徴を知ろう 

 ・食品の選択と購入,食品の保存と食中毒防止 

 ・肉や魚,野菜を使った日常食の調理 

 ・日本の伝統的な食文化である和食の調理  

 



展
開 

２献立のプレゼンテーションを行う 

 

 

 

・それぞれが考えた献立案を班で評価

し合い，代表を決める。 

 

 

 

 

３代表者プレゼンテーションを行う 

 

・他班の代表者の献立について聞き 

多様な解決方法について知る。 

 

 

 

 

・評価の基準について再度伝 

える。 

・自分の意見を他者に伝える

ことと同時に他者の意見を傾

聴しよりよい解決方法を探る

意義の重要性を伝える。 

 

 

 

 

 

○思考力・判断力・表現

力 

 

□C:解決策を生み出す 

 

 

□D:評価する 

□A: 探求や解析をす

る 

 

ま
と
め 

４ふりかえり 

・自分以外の献立案の工夫や課題解決 

の方法を聞き，自身の献立の改善点な 

どを振り返る。 

 

 

 

 

 

○主体的に学習に取り

組む態度 

□D:評価する 

 

            ※評価の観点の〇は学習指導要領に基づく評価・□は IBに基づく評価 

準備物： iＰad,電子黒板(Apple TV) 

7. 成果と課題 

技術科においては、授業後に記述されたワークシートから、授業の最初のアンケートでは著作権

についてほとんど意識せずに過ごしている生徒が多く、授業内の発問においても動画や音楽の著作

権について解っていない生徒が約半数ほどいた。授業を受け最後に記述した部分においてはほとん

どの生徒が社会的側面・経済的側面の両方から著作権を考えることができていた。また、社会的側

面においても個人的な小さな範囲から社会に及ぼす影響などの大きな範囲にまで試行を巡らせるこ

とができる生徒が増え、経済的側面においても生産者、消費者、社会全体といろいろな方面から考

えることができている生徒が多く見られた。また授業の振り返りの記述も、「将来につながることな

ので興味を持てた。」や「いろいろな物事に対してもいろいろな方向から見て選択することが大切だ

と思った。」「身の回りにあるものと技術が関わっていることに気が付くことができた」などの記述

が多くみられた。このことからも情報の技術と生活とのかかわりを考えられる生徒が増えたと考え

られる。 

家庭科においては、単元がすべて終了した上で事前事後のアンケートを行う予定にしているので、

その結果を考察するころで詳しい成果や課題が見えてくると思う。よりよい献立作成のため、実際

に試作して、試食した生徒も多くいた。そうすることで自身の献立の課題について解決策を具体的

～小学生の給食を提案しよう～ 



に提案できていた。さらに、生徒の振り返り記述のなかに、「普段の生活の中で工夫することで SDG

ｓにつながることが分かって、自分にもできることがあると実感できた。」とあった。また、保護者

から「息子が考えた献立の試作の際いかに自分が塩分を意識せず調理していたか、いかに給食が子

どもたちの成長を願って作られていたかがよくわかりました。このような機会をいただいたことや、

実際に授業に協力してくださった小学校の栄養教諭の先生に感謝しています」との手紙をいただき、

授業で取り組んだことを実生活に活かすことが出来てきていると感じている。 

 

 

8.参考文献 

 (技術科) 

中学校学習指導要領技術・家庭科     文部科学省 

中学校学習指導要領技術・家庭科 解説  文部科学省 

著作権 https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/ 文化庁 

著作権データベース https://www.cric.or.jp/db/index.htm/ lCRIC 公益社団法人著作権情報センター 

 

 (家庭科) 

「学校給食における児童の食行動の変容と食事観の形成に関する研究動向」 

連政雄･岡本真依(2011.6.25)  

「新学習指導要領技術・家庭科家庭分野」               文部科学省 

「全国家庭児童調査結果の概要」                   厚生労働省 

「食を通じた子どもの健全育成のあり方に関する検討会」報告書     厚生労働省 

「男女共同参画白書」                        厚生労働省 

「我が国の食品廃棄物等及び食品ロスの量の推計値（平成２８年度）等の公表について」 

                                    環境省 

「ＳＤＧｓと家庭科カリキュラムデザイン」        鈴木真由子他(2020.6.21)   

「基礎基本からあなたの授業の「単元デザイン」に生かす」  成田喜一郎(201７.8.28) 

「ＭＹＰ：原則から実践へ」         International Baccalaureate (2015.1) 

 



「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」を育む英語科授業 

 

英語科 中田 未来・岡本 健太郎・打海 充代・Keith Jason  

 

 

1．言語学者 Noam Chomsky の主張によると、人は生まれながらにして言語獲得の能力を有

している。言語を学ぶアプローチそして必要なことは、人が元来有している言語能力を

「引き出す」ことであると考える。そのプロセスを英語で行う必要性において、新しい学

習指導要領では以下のように説明している。 

 今後更に、母語と英語を往還的に学習することで、これらの言語力（コミュニケーショ

ン力）を「引き出して」いきたいと考える。では英語におけるコミュニケーションの資

質・能力とはどう定義されるのか。Hedge, T(2000)が以下のように定義している。以下

の表に新しい学習指導要領上の「資質・能力」を整理したものを加え提案する。 

Adapted from Hedge, T. 2000, Teaching and Learning in the Language Classroom, 

Oxford: Oxford University Press, p. 56) 

  これらの学術的証拠を基に、「社会と繋がり明日を切り拓く資質能力の育成」と本校

英語科として単元設定時に念頭においていることを結び、整理すると以下３点になる。  

１）一斉指導、フェーズ別指導において適切なレベルの教材を使用  

２）現実社会や世界を結びつけた題材選び。習得内容を「思考・表現・判断」に落とし込

むための「探究的問い」の設定  

３）学習を進めるために必要な方略の確認（ IB の学習者像と見通し）  

 
これら３点を念頭に、学習者が本来有している言語能力を、英語というツールを用いて最

大限に「引き出す」ことを目標としている。  

Ⅰ．総論  

COMMUNICATIVE COMPETECE :コミュ二ケーション能力（英語） 資質・能力 
LINGUISTIC COMPETENCE（言語力） 

：文法、語彙、発音、話し方（英語独特のストレス、リズム、抑揚） 
知識・技能 

PRAGMATIC COMPETENCE （語用力） 

：文法理解、話題に応じた語彙選択、感情態度の表現 
 

 

・思考 

・表現 

・判断  

DISCOURSE COMPETENCE （ディスコース力） 

- to be able to use cohesive devices in reading and writing texts 

(読み書き場面での結束の仕組み理解) 

- to appreciate and be able to produce contextualized written texts in a 

variety of genre（状況や場面に応じた解釈） 

- to take longer turns, use discourse markers, open and close conversation 

（談話標識（接続詞、副詞句、前置詞句）の使用：長く話す、会話を開く、閉じる） 

- to be able to cope with authentic texts（本物のテキストに触れる） 

STRATEGIC COMPETENCE （方略的運用力） 

：ミスを恐れない、幅広い伝達手段の利用、理解を深める為の手段の活用（聞き返し等）  
・学びに向かう力 

グローバル化が急速に進展する中で外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのように一部

の業種や職種だけでなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定され，その能力の向上

が課題となっている。（中学校学習指導要領(平成 29 年告示)より)  

 ）  

 



Ⅱ【実践事例１】  
（１）対象 第１学年 

（２）単元名 パートナーロボットを紹介しよう 

（３）単元設定の理由 

この単元では教科書題材として、AETのブラウン先生がイギリスの文化やスポーツに

触れながら家族を紹介するという内容を取り扱っている。本学英語科の授業としては、

教科書内容からさらに発展させ、「家族とは何か。ロボットは家族になりうるのか。」

について考えさせる。『ムーンショット型研究開発制度』（内閣府、2020）に掲げられ

ているムーンショット目標３「2050年までにAIとロボットの共進化により、自ら学習・

行動し、人と共生するロボットを実現」を紹介する。新型コロナ感染拡大によって、人

類の生活が大きく変わったことを体感している彼らに、変化が人類の新たなニーズを生

み出し、そのニーズを満たすために、人類はさらなる進化を遂げること、変化は恐れる

ものでなく、創造的思考力を持ってより良い生活へと導くことができるという未来への

希望を持って欲しい。授業では、現在世界で活躍するロボットのニュースや人と共生す

るAIロボットの開発プロジェクトが日本にあることを紹介する。その後生徒に自分や自

分の身近な人を支えるパートナーロボットの特徴を考えさせ、英語のエッセイにまとめ

させる。あくまで、実現可能かどうかよりも、自分や自分の身近な人の悩み、ニーズを

解決するロボットについて書くものであるため、グローバルな文脈 *注２）は、「科学技

術の革新」ではなく「アイデンティティーと関係性」とした。 

（4）単元の目標  

・３人称単数現在形に関する知識を身につけさせる。 

・間違うことを恐れず、知っている語彙を使って積極的に会話をさせる。 

・自分や自分の身近な人を支えるパートナーロボットとはどんなものかを考えさせる。 

・他の人や物についての紹介した内容を理解させる。また、それらについて英語で表現さ 

せる。 

・質問をした内容をまとめ、報告する力を養う。 

（5）評価規準 

（ア）知識および技能  （イ）思考力判断力表現力等  

 

（ウ）主体的に学習に取り組

む態度  

【知識】３人称単数現在形

を用いた文の構造を理解し

ている  

【技能】好きな人物やパー

トナーロボットについて、

事実や、自分の考えを整理

し、３人称単数現在形を用

いて伝えたり、相手からの

質問に答えたりする技能を

身につけている。  

自分の好きな人物や、パー

トナーロボットについて、  

事実 や自分の 考 え を 整 理

し、簡単な語句や文を用い

て伝えたり、相手からの質

問に答えたりしている。  

自分の好きな人物や、パー

トナーロボットについて、  

事実 や自分の 考 え を 整 理

し、簡単な語句や文を用い

いて伝えたり、相手からの

質 問 に答え よ う と し て い

る。 

 



（６）指導計画（全１２時） 

1.単元の導入【１時間】 

2.文法導入（３単現のｓ） 

日常生活について話し、クラスメイトの日常生活について報告する【２時間】 

3.好きな外国の人物について紹介する（スピーチ）【２時間】 

4.イギリス文化について学び、インターネットで調べる【１時間】 

5.教科書 L６の内容理解・家族とは何かについて話す 【３時間】 

6.ロボットについてのニュースを見る。パートナーロボットについて話し、書く 

【３時間】本時 11 時間目 

（７）本時 

1.目標 

・ 短い英語のニュースを聞き、内容を理解する。 

・ 自分の「パートナーロボット」について７文程度の英語で表現できる。 

・ クラスメイトのパートナーロボットの特徴について簡単な英語を用いて質問ができる。 

2.展開 

 
学習活動および内容 指導上の留意点 

評価 

項目 

導

入 

10

分 

１ 英語のニュース視聴 

 

 

実際に働くロボットのニュースを

見せ、英語で内容の質問をするこ

とによって、内容を理解させる。 

 

 

 

展

開 

35

分 

２ 前回の授業で書いた自

分のパートナーロボッ

トについてのマッピン

グをみてペアに英語で

説明する。英語を聞い

て簡単な英語でロボッ

トの特徴について質問

をする。 

   

３ ２・３人の生徒が全体

の前で自分のパートナ

ーロボットについて発

表する。 

   

４ 自分の理想のロボット

についての英文を書

き、ロイロノートで提

出する。 

モデルを示す 

モデル文の音読練習をさせる 

間違いを恐れず表現するよう促す 

話し手は相手に伝わるように話す

ようにさせる 

 

 

 

 

ロボットについて英語で質問す 

る。 

クラスメイトの考えに触れ、自分

の考えを広げさせる。 

 

早く書けた生徒には、ロイロノー

トの共有画面を通し、他の生徒の

理想のロボットについての英文を

読ませる。 

ウ 

＊Cⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 

＊Dⅲ 



まとめ 

5 分 

５ 宿題の提示 

  挨拶 

宿題としてクラスメイトの作文を 

読み、自分以外のロボットで気に 

入ったロボットはどれか考えてお 

くようにいう。 

 

 

（８）生徒の作品 

イメージマッピング         → 作文 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵  

絵  

絵  



（２）成果と課題 

【成果】① アイデアの共有によって創造性を高めることができた 

本単元では、イメージマッピング作成→スピーチ→ライティングの順で取り組ませた。

ライティングにいたるまでに、英語のニュースや英語でのロボット紹介の映像を見せ、オ

ーセンティックな教材を通して、ロボットの機能を説明する表現をインプットさせること

を心がけた。文章の構成として、単にロボットの機能の説明文の羅列にならないように、

イメージマッピングが、ロボットの性格とそれを表す具体的な機能が内容ごとにまとまる

ように指導し、ルーブリックを提示した。（図１） 

 

（図１）パートナーロボットイメージマッピング作成時のルーブリック 

評価は授業内で書いた内容についてのみ行ったが、クラスメイトが授業で書いたイメー

ジマッピングをロイロノートの提出箱で共有しておくことで、生徒は家庭学習として他の

クラスメイトが書いたものを見て、自分のアイデアを広げ、自分のイメージマッピングに

書き加えても良いこととした。(図２) 

 

（図２）生徒はクラスメイトのイメージマッピングをロイロノートの提出箱から見るこ 

とができる。クリックすれば拡大できる。 

 



拡大後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後の英語の授業で行った本校 1 年生対象のアンケート（回答：141 名）で、授業で

iPad を使った方が英語の学習がしやすくなるかという問いに対して 121 名（85.8%）の生

徒がそう思う、19 名（13.5%）の生徒が特に変わらない、1 名（0.7%）の生徒がそう思わな

いと回答した。iPad があった方が英語の学習がしやすくなると答えた生徒のうち、そう考

える理由をグラフ１に示す。本授業ではグラフの項目の①はオンライン辞書や辞書アプリ

を②③④⑤⑥⑧はアプリ「ロイロノート」を⑦はロイロノートや YouTube などを iPad で利

用した。 

 

グラフ１から、英語学習における iPad の使用の利点として約７割の生徒がクラスメイト

とアイデアを共有できることを挙げていることがわかる。教師が作ったマッピングを見る

だけでなく、多くのクラスメイトのものを見ることで、たくさんの「見本」にふれ、自身

の英語表現や、マッピングの構成の仕方について振り返り、改善していた。  
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⑧ プリントに名前を書き忘れても、先生には誰のも

のかわかる

⑦ 音声を聞くことができる

⑥ プリント配布、回収の手間が省ける

⑤ 絵や図を自分の手元でカラーで見られる

④ プリントをノートに貼ったりファイルに閉じる手

間が省ける

③ ipadでプリントが見られるので、プリントを学校

に置き忘れたり、紛失することがない

② クラスメイト書いた作文やマッピングを見て自分

のアイデアを広げることができる

① 単語をすぐに調べることができる

単位 ％

グラフ１：授業でiPadを使うことで学習がしやすく

なったと思う理由（回答数 121・複数選択可）



 

1 回目のマッピング            書き直し後のマッピング 

                     

 

 

 

 

 

 

 

カードの繋がりが意識できるようになった  

カードの繋がりが意識できるようになった  

アイデアが広がった  



【成果】② マッピング→スピーキング→ライティングの順に行うことによりスモールス

テップで取り組ませることができた 

１学期に行った自己紹介のスピーチではスピーチ原稿を書かせ、それを暗記させること

で自己紹介スピーチを行ったが、この単元では、即興性を高めるために、マッピングにあ

るキーワードを見ながら、スピーチをさせ、相手からの質問を受けて、自分の表現を広げ

ていく手法で進めた。  

また、マッピング→スピーキング→ライティングの順に行うことにより、作文で何から書

いたらいいのかわからない、何を書いていいのかわからないという生徒がおらず、この課

題に取り組んだ全員が自分の好きなパートナーロボットについて英語で表現することがで

きた。  

 

【成果】③Inquiry Question に対する答えを深めることができた 

この単元に入る１時間目に以下の問いを提示する。わからない単語は日本語で書いて良

いものとし、５分で自分の考えを書かせる。 

単元最後の１２時間目に同じ問いを提示する。1 回目同様５分間で書かせる。その際は、

今まで学習した内容のカード（ロイロノート内にあるもの）を見ながら書いても良いもの

とした。 

その結果、1 年生 142 名の生徒が課題を提出し、第１時では５分間で平均 9.2 語、第１２

時では５分間で平均 25.5 語の英語で表現できた。 

 

問い   Can AI robots and humans truly be friends? 

 

生徒の回答（例）  

第 1 時  第 12 時  

生徒 A  

No, we can’t. Humans can think 

“Robots are our friends.” But robots 

can’t think “Humans are our 

friends.”because robots don’t have 

心．  

 

No, we can’t. I have two reasons. 

First, robots don’t have feeling. 

Humans can think that they are 

friends, but robots can’t think. 

Second, they can’t consider the 

feelings of other people. Friends 

should understand each other. That’s 

why I don’t think AI robots and 

humans truly be friends. 

生徒 B 

Yes, we can. I think robots can be 

truely friend. I have two reason to 

support this opinion. First, I think 

truly friend is 人間がどのように感じる

か。  

 

 Yes, we can. I have two reasons. 

First, robots are friendly and always 

talks to me. I think we will love 

robots. It’s diff icult robots love 

people now, but o the future I think 

it’s not diff icult robots love people. 

So, I think robots can be our friends. 



生徒 C 

I don’t think AI robots and humans 

truly be friends because AI robots 

don’t have feelings. They don’t have 

brains like human’s. 

I don’t think AI robots and humans 

truly be friends. I have two reasons 

why we can’t. For f irst reason, robots 

can’t understand what humans are 

feeling and thinking. To be a true 

friends, we need to know what other 

people’s feeling.And for the second 

reason, robots don’t have their own 

personalities. If the humans don’t 

have personalities, all humans were 

the same character and it’s just 

boring. 

生徒 D 

Yes, we can. Because robots is cute. 

Yes. I have three reasons. First, 

robots can’t feel sympathy but they 

can listen to me. Besides, they 

worries about me. Second. They can’t 

understand comedy but they are 

entertaing. 

 

【課題】①聞いた内容に関して即時に英語で質問をする。  

パートナーロボットについて英文を書く前に、ペアの生徒に自分の書いたマッピングを

見せながら、英語で話す活動をした。聞き手は話しを聞いた後、相手のパートナーロボッ

トについて英語で質問をするという流れだったのだが、相手の言った内容を理解し、相手

が言い足りていないところを見つけ、英語で質問するということに苦戦している生徒が多

かった。また、ペアで活動しているときは、マジックが得意だというロボットに関して

“What magic?”などと英語で質問できたペアもあったが、クラス全員の前で発表した生徒

に対して質問する場面では、間違いを恐れていたためかなかなか手が上がらなかった。  

これは日頃の英語の授業で、英文を読んだり聞いたりした内容に英語で答える場面や、単

純な会話としての英語で尋ねる場面は多くあっても、まとまりのある英文を読んだり、聞

いたりした後に、すぐに質問をする機会がなかったためだと考える。今後の授業では生徒

が英語で「質問する」機会を増やしたい。  

また、難しい質問や完璧な文章で話す必要はなく、簡単な英語で、間違いを恐れず話せる

雰囲気作りを進めていく必要がある。  

 

【課題】② iPad の使用場面の検討  

iPad を使うことのメリットは成果①でも述べたように多くあるが、学習しやすくなると

思わないと答えた生徒もいた。そう考える理由としては、ノートに単語を書くことで英単

語が覚えられると思うから（3 名）単語が自動予測で出てくるので単語が覚えられないか

ら（3 名）わからないことをすぐに調べてしまい、自分で考えることができないから（1 名）

iPad の電池が切れてしまうと授業に参加できないから（1 名）プリントがファイルに挟ん



である方復習しやすいから（1 名）であった。 

iPad の電池切れまたは家に忘れた場合、生徒は休み時間に職員室へ行けば、貸し出し機

を使用することができるが、授業が始まってから電池がないことに気づく生徒も数名いた。 

 

②−１ 単語の自動予測について 

iPad 本体で単語の自動予測を ON/OFF することが可能であるが、生徒個人で設定を戻すこ

とが可能であるため本授業では、予測 ON の状態で、授業の１０分間をとり、作文を書かせ

た。手書きではなく、タイピング入力にしたのは、英文のタイピングができることも今後

必要とされる（英検 CBT はコンピューターを使って行われるため、英語がわかるだけでな

く、英文をタイピングできる技術も必要である）と考えたからである。また、スペルチェ

ック機能もあるため、生徒が入力の際に自分のスペルを訂正することができるからである。    

したがって、全ての課題をタイピング入力で行わせるのでなく、ヒントがない状態の手書

きで取り組ませる課題と、タイピング入力で取り組ませる課題を教師が計画的に提示する

必要がある。今後、そのバランスを検討したい。 

 

②−２ 「わからないことをすぐに調べてしまう」→「自分で考える」生徒にするために 

本授業で作文の時間を授業中だけに限ったのは、宿題にすると日本語を翻訳サイトに入

力し、出てきた英文を丸写しして提出する癖がついてしまう生徒が出るのではないかと考

えたからである。1 年生のうちに、どう表現したらいいかわからないときに、どのように

調べ、文章を組み立てていくのか理解できれば、翻訳サイトの不自然な英語を丸写しする

ことなく、生徒自身が自分の力で英語を組み立てることができるようになるのではないか

と考えた。本授業では第１２時に検索サイトで“the things robots can’t do”というキ

ーワードで検索させ、英語のサイトから自分たちで意味が理解できる表現をまとめさせ、

発表させた。日本語を直訳するのではなく、たくさんの英語表現に触れさせ、より自然な

英語で表現する力を伸ばしたいと考えたからである。 

しかし、Inqiry Question の答えとして、そこで知った表現をただ書くだけになってし

まう生徒がいた。引き続き、リサーチスキルを高め、英文を組み立てる力を伸ばす授業を

組み立てていく必要がある。 

 

（10）まとめ 

“The things robots can’t do”の例として “Robots are good at routine things but 

they can’t innovate like humans. They can’t surpass expectations, but only 

people can surpass expectations.”“Robots can’t think critically and creatively.”

ということを挙げた生徒がいた。人間は、忘れてしまうこともミスをすることもある生き

物だ。しかし、創造性を持って新たなものを作り出し、文明を築いてきた。Criative 

thinking, Critical thinking は IB の ATL スキルにも掲げられている。生徒たちには、

内閣府が掲げるムーンショット計画が実現予定のロボットと人間が共存する 20 年後の未

来においても幸せな人生を歩んでいて欲しい。そのために、英語の授業では、英語の知識

を身に着けさせるだけでなく、生徒の持てる力を最大限引き出し、間違いを恐れることな

く、批判的思考力を持ちながら、創造的に考えられる力をこれからも育んでいきたい。 



【実践事例 2】 

(1) 対 象 (中学３年） 

(2) 単元名 The story of Sadako 

(3) 単元設定の理由 

今日の日本では、戦場の惨劇を見た人はわずかとなり、戦争体験者も高齢化が進む。世界情勢

は複雑さを増し、戦後日本が築いた平和国家や民主主義の維持が容易ではないことを思わざるを

得ない。震災・原発事故からの復興、感染症対策など長期課題も待ち受ける。だからこそ次代を担

う若い生徒が、過去に学び、未来を切り開く意味は大きい。単元の指導に当たっては、常に新しい

時代感覚と広い視野をもち、自由と平和について考えていくよう生徒に求めていきたい。 そのために

広島の原爆によって亡くなった佐々木禎子さんのケースを教科書から、また 13 歳〜15 歳の間にア

ンネによってつづられた「アンネの日記」を投げ込みで使用する。生徒はいずれの人物とも年齢的に

近く、戦争時代の庶民の様子を、よりリアルに感じることができることを期待する。本時では、とある高

齢女性のバケットリスト「死ぬまでにしたいこと」についての英文を読み、生徒自身のバケットリストにつ

いて考える。今日、自由に未来を選択する権利があることを考え、第二次世界大戦下、権利を履行

することなく、同い年で命を奪われた佐々木禎子とアンネ・フランクの学んでいく導入としたい。 

 

(3) 単元目標及び評価規準 

知識および技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態

度 

① call/make+A+B や， It～

(for A)+to...に関する知

識を身につけている。  

 

②物語を読んで，その概要

を読み取ることができる。 

①（ 時 を 表 す 語句を 使 っ

て，）物語の要約文をできご

と の順に 書 く こ と が で き

る。 

 

② It～ (for A)+to...を使

い、自分の考えを書いたり、

話し た り す る こ と が で き

る。 

①  間違うことを恐れず積

極的 に 要約文 を 書 い て い

る。 

 

 

②  自分の考えを持ち、そ

れらを積極的に表現しよう

としている。 

 

(4) 単元計画 

時 主な学習内容 主な評価規準 

第１時 

 

単元の見通しを説明する 

call/make+A+B に関する文法導入を行う  

（ア）① 

 

第２時 

【本時】 

It～(for A)+to..を用い、自分にとって大切

なものとその理由を述べる 

（イ）② 

（ウ）② 

第３時 教科書の読解を行う （ア）② 

第４,５時 佐々木禎子の物語から要約文を書く （イ）① 

（ウ）① 

 

 



(5) 実践授業のまとめ 

（1）本時の目標 

（2）展開 

学習過程 
学習活動および内容  指導上の留意点  

評価の観

点  

導
入 

１
５
分 

   

・バケットリストの説明  

・自分のバケットリストを書

く  

 

・（図２）新聞のスクラップ

を読み内容の確認（T / F）  

→死ぬまでにやるべきリスト  
→ペアで共有する  
 
 
◯This story comes from Canada.(T/F) 
◯The woman did a bad thing so she 
was caught by the police. (T/F) 
◯This article may make people happy. 
                              (T/F) 

 

 

（ウ）②  

ワークシ

ート  

展
開   

 
 
 

２
０
分             

展
開
２ 
 

５
分 

        
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

・  It～ (for A)+to..の導入を

行う  

 
・自分のバケットリストをも
う一度、なぜそれを選んだの
か It～ (for A)+to..を使い理
由を考えさせる。  
 
・権利の熱気球（※図１）を
用い 8 つの権利の中から２つ
必要な権利とその理由を考え
る。  
 

 

 

◯丁寧に音声を確認する。 (アクセント位

置の確認 ) 

 

◯予想される回答  
例： I want to study abroad. 
It’s nice to have foreign friends. 
It’s important to study foreign culture. 
 

◯２人→４人組で、ミニ発表しながら考

えを共有する。  

 

 

 

 

 

 

（イ）②  

ワークシ

ート  

（ウ）②  

観察  

ま
と
め 

１
０
分 

  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  ・第二次世界大戦下、多くの
若者の命が奪われたことに触
れる  (佐々木禎子、アンネフ
ランクについて触れる ) 

・このレッスンを通して、平和の尊さを
考えることを伝え、次時への展望をもた
せる。 (最後の問い )  
Is important for us to study about the 
history of WW2? Why? 

 

 
＜参考文献＞ 
・The Japan times aloha,2020.3.20, “North Carolina woman arrested, thrown in 

jail to celebrate 100th birthday”  ・教育出版 ONE WORLD３,Lesson P42-46 
・「人権教育ファシリテーター・ハンドブック/基本編」角田尚子・ERIC 国際理解教育セ

ンター  

 

 

 

 

 

 

 

 

It～(for A)+to..を用い、自分にとって大切なものとその理由を述べる  

 

It～(for A)+to..を用い、自分にとって大切なものとその理由を述べる  

 

Clean water Clean food

money books

love difference

kindness time



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題①】] 

“It… for… too”構文を導入するにあたり、自分の「自分の死ぬまでにしたいこと」

とその理由から考えることは生徒にとって、イメージがわきやすいようであった。しか

し少数だが、自分の将来したいことについて意見を持てない生徒が散見された。また、

理由を効果的に述べられない生徒も見られた。以下はよく見られた添削例。 

 

 

 

  

授業で配布したプリント  

＜※成果・課題１※＞  

添削例  ① I want to go to America because it is nice to speak English.  

because の前と後ろのディスコースがない。理由になっていない  

添削例  ② I want to visit France because it is great to have foreign friends. 

説明が足りない。フランスである必要性がわからない。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

 日本では、人権教育や平和教育で広島・長崎 

を題材に扱う。当たり前に行ってきた。では 

「欧米の同年代は何を学ぶだろう？」という 

問いからスタートした本単元。 

 多くの欧米諸国学校ではホロコーストを通じ、 

平和と自由の尊さを学んできた。 

 本校の生徒の約半分は「ホロコースト」とい 

う単語をこの学習を始めるまで知らなかった。 

 「平和とは、自由とは何か」という探究の問 

いに関し、単元の最後には生徒一人ひとりが自 

分の考えを表現することができた。 

要約文の書き方を指導する際に用

いたプリント  

＜※成果・課題２＞  

【成果と課題②】 

サマリーに関しては指定された語数

で原文を要約する活動である。生徒は左

記プリントを踏まえ、ステップバイステ

ップで取り組むことで、意欲的にサマリ

ーの概念を理解することができたよう

である。 

 まとまった英文を書く際の採点基準

として「要約のポイントを押さえれられ

ているか」「語用ミス」と 2 つに大別する

ことでスムーズに生徒と採点基準を共

有することができた。  



批判的思考スキルを活用する道徳学習 

 

特別の教科 道徳  中塚 麻衣子 

 

1．はじめに  

 小学校・中学校の道徳教育・道徳科で育てる資質・能力とは，平成 28 年 12 月の中央教

育審議会『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

及び必要な方策等について（答申）』において，以下のように記されている。 

  

 

 

 

 

 これらの資質・能力の育成は，中学校学習指導要領に記されている道徳科の目標にも掲

げられているとおり，「道徳的諸価値についての理解」を基に，「自己を見つめ」「物事を広

い視野から多面的・多角的に考え」，「人間としての生き方についての考えを深める学習」

によってなされるものである。 

 すなわち，『これはよくないと思った』『これが大切だと分かった』といった道徳的価値

の理解にとどまらず，『このようなときは自分はこうしたい』『今までの自分はこうだった

けど，これからはこうなりたい』といった，変化の厳しい社会の中で自己の生き方を考え

る学習の在り方が求められる。いわば，社会とつながり生きていく上での基盤を築く学習

であるともいえる。 

 具体的な指導としては，「多面的・多角的に考える」ことができ，「１つの考えにとどま

らず様々な考え」が出てくるような発問の工夫と，「自分以外の考え」にふれることで自分

の考えを深めることができる学習場面の設定があげられる。合意を形成することが道徳授

業の目的ではなく，色々な考えがあることに気づき，自分の考えを深めることが大切なの

であり，また，自由な考えの中でも「自分の考えが他者を傷つけるようなものではないか」

と自分の考えに対する批判的思考をもつことを忘れないように指導を心がける。批判的思

考スキルは，国際バカロレア教育における MYP プログラムの学習の方法（ATL スキル）の 1

つでもあるが，『問題を認識するために注意深い観察を実践する』『障害や課題を特定する』

や『思い込みや偏見を認識する』『課題を認識し評価する』といった道徳的判断力や道徳的

心情の育成に欠かせないスキルであると位置づけることができる。そして，自己の内面に

『新しい情報や証拠に基づいて理解を見直す』批判的思考を持って問いかけることが，こ

れからの自分はこうありたいという，道徳的実践意欲と態度につながるものであると考え

る。 

 

2．本年度の実践  

「加山さんの願い」（廣済堂あかつき 中学生の道徳 自分を見つめる１） 

 

(1)対象 附属池田中学校 第 1 学年 C 組(36 名） 

・道徳的価値が大切なことなどを理解し，様々な状況下において人間としてどのように

対処することが望まれるか判断する能力（道徳的判断力）  

・人間としてのよりよい生き方や善を指向する感情（道徳的心情）  

・道徳的価値を実現しようとする意志の働き，行為への身構え（道徳的実践意欲と態度） 



(2)単元設定の理由 

 本時で扱う教材「加山さんの願い」は，散歩途中に一人暮らしの老人の孤独死に遭遇し

た加山さんがその事件をきっかけにボランティア活動を始め，不愛想な対応の中井さんと

恐縮しつつ感謝してくれる田中さんとの交流を通して，互いに一人の人間として向き合う

ことの大切さに気づく物語である。ボランティア活動の原則として，一般的には「自発性」

「無償性」「社会性」「創造性」の４つがあげられる。はじめの 2 つはボランティア活動を

始めるに当たっての前提条件ともいえるが， あとの 2 つは実際の活動を通して培われてい

く要素が大きい。物語の中でも加山さんが 2 人の老人とのやり取りの中から「社会性」を

高め，ボランティア活動の真髄に気づく箇所があるが，新たに身を置いた環境から得られ

る気づきには「思うようにいかない無力感」や「自分が良いと思っていたことが違ってい

た失望感」などの負の感情を乗り越えた先に見つかるものもある。自分の非の部分を見抜

き，本質に気づく加山さんの姿はまさしく道徳的判断力及び道徳的心情に基づくものであ

る。そこで本授業では，「ボランティアと聞いて何を思い浮かべるか」を導入の問いとし、

生徒が抱く「ボランティア」に対するイメージを交流させる。その上で題材を読み進めた

後に，加山さんが中井さんに対し、思ったり感じたりしていたことに焦点を当て､物語の「最

初」と「最後」でどのように変容したのかをまとめる。加山さんの中井さんに対する「負

の思い」が「正の思い」となった着目し，その変容が何によるものなのかを生徒が自ら見

つけ出せるように仕向ける。 

そして加山さんが田中さんに対する自分のこれまでの対応を内省している部分を取り上

げ，中井さんとの交流によって加山さんが新たに何に気づいたのかを見い出させる。そこ

から自分が嫌だと思ったりすることの裏には，見落とされがちな本質が隠されていたりす

ることに気づかせ，批判的思考への意識を促したい。 

最後に，ここまでの内容をふまえ，再び「ボランティア」について振り返り，人と人が

支え合い生きていく上で本当に必要なことは何なのか「加山さんの願い」と重ね合わせ，

よりよい社会をつくりだしていくために必要なことを子どもたちから見出させたい。また，

自分は常に助ける側でいるとは限らないこと，助けられる側となったとき，素直に手助け

を受け入れられるか，申し訳ない気分にならないか，それは普段からの「助け合い」に対

する自分の価値観にもよるのではないか，様々な気づきを出させたい。 

ボランティア活動は前述にもあるとおり自主的になされるものであって，強制されるも

のではない。生徒にボランティア活動に参加するよう仕向けるのがこの学習のねらいでは

もちろんない。自分も助けられたり助けている社会の一員であり，「助け合い」によって人

間社会が成立していること，「助け合い」の関係は上下関係なく対等であることや，助けた

り助けられたりする立場が常に一定ではないことに気づき，よりよい社会を構築するため

の一つのファクターとして自分の生活の中で意識して行動できるようになることを最終的

なねらいと位置付けたい。 

 

 

 

 

 



(3)評価規準 

多面的・多角的な見方へ発展させているか  自分自身の関わりの中で深めているか  

・判断の根拠やその時の心情を様々な視

点から捉え，考えようとしている  

・自分と違う立場や感じ方，考え方を理

解しようとしている  

・対立が生じる場面において取り得る行

動を広い視野から多面的・多角的に考え

ようとしている  

・自分に置き換えて考え，自分なりに具体的

にイメージして理解しようとしている  

・自分自身を振り返り，自らの行動や考えを

見直していることがうかがえる  

・自己の取り得る行動を他者と議論する中で

道徳的価値をさらに深めている  

・実現することの難しさを自分のこととして

捉え，考えようとしている  

 

(4)本時 

①主題・内容項目 

社会参画，公共の精神   

社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め，公共の精神をもってよりよい社会の実現に努

めること〔中学校Ｃ・（12）〕 

 

②ねらい 

加山さんのボランティアにある問題とその解決について考えることを通して、互いに助

け合い励まし合う社会連帯の大切さに気付き、社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、

よりよい社会の実現に努める道徳的実践意欲を培う。 

 

③展開 

過程 学習活動および内容 指導上の留意点 評価 

導入 

 

 

・「ボランティア」という言葉か

ら連想することを発言する 

 

 

・思いつく限り自由にあげ，「ボ

ランティア」のイメージを明

確化する 

 

展開 

・教材を読む 

 

 

 

 

・加山さんが中井さんに対して

思っていたこと、感じていたこ

とを「最初の方」と「最後の方」

に分けてまとめる 

・自分の考えを発表・交流する 

・朗読ＣＤを用いて通読する 

・ワークシートを配布する 

 

 

 

・教科書の内容を抜き出すだけ

でなく,内容から導いた自分

なりの解釈なども含めてあ

げさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ボランティア」と聞くとどのようなことを思い浮かべますか  

加山さんが中井さん対して思ったり感じたりしていたことの  

変化をまとめましょう  



 

 

 

・「最初の方」と「最後の方」の

思いの間に、その変化に関わる

出来事と変化の要因について考

える 

・考えを発表・交流する 

 

 

・中井さんとの交流により，加山

さんが何に気づき，何を思った

のかを考える 

・考えを発表・交流する 

 

 

・導入の「ボランティア」から思

いついた内容と､加山さんの思

いを重ね合わせて考えさせる 

 

 

 

・お互いの心が通うきっかけに

なった出来事をあげると共

に，なぜそのようになったの

かを突き詰めて考えさせる 

 

 

・考えた後，加山さんが「田中

さんに謝らねば」と思った点

についてもおさえさせる 

 

 

・教科書の内容を抜き出すので

なく，経験に基づく加山さん

の思いに迫った上で，自分事

として考えさせる 

 

 

 

・心情を変化さ

せた要素を見

いだすことが

できるか 

 

 

 

・加山さんの新

たな気づきを

見いだせてい

るか 

 

 

・加山さんの思

い・願いに迫

ることができ

ているか 

終末 

・授業を通して気づいたこと，こ

れからの自分にどう生かしてい

くのかをまとめる 

・特別な「ボランティア」の場

面でなく、普段の自分の生活

に当てはめて振り返らせる 

・これからの自

分の生き方

あり方につ

いて考える

ことができ

ているか 

     

④準備物 

教科書・ワークシート・授業者用 PC・スピーカー 

 

(5)参考文献 

・平成 28 年 12 月中央教育審議会『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）』 

・中学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 文部科学省（平成 29 年 7 月） 

・ＭＹＰ：原則から実践へ InternationalBaccalaureate Organization（2014 年 9 月） 

・中学校学習指導要領 特別の教科道徳（道徳科）のポイント．文部科学省初等中等教育

局 教育課程課 教科調査官 澤田 浩一 

〈https://www.nits.go.jp/materials/youryou/files/024_001.pdf〉 

・大阪府ボランティア市民活動センター．大阪府社会福祉協議会 

〈http://www.osakafusyakyo.or.jp/vcenter/info/volunteer.html 

「最初の方」と「最後の方」で加山さんの中井さんに対しての思いが  

変化したポイントは何だと考えられますか  

雨の中で加山さんは何を考えていたと思いますか  

人が支え合い，ともに生きていくために必要なことは何だと思いますか  



(6)生徒の意見・感想 

加山さんの中井さんへの思いが変化したポイントは何か 

・自分の身近なことを話す（心を許す）ことで、相手も心を許した 

・今まで気づかなかったこと「してもらうのが嫌」に気づけた 

・互いが相手のことをどう思っているのかがわかったから 

・笑顔をはじめて見せてくれたから 

・来てくれるのが楽しみと言ってくれたこと 

・嫌われているわけではないことがわかったから 

・いままでと違う視点から話しかけたことで共感を得たから 

・ 

 

雨の中で加山さんが考えていたこと 

・自分のボランティアによって田中さんに負担をかけていたのではないか。 

・田中さんも本当は人に何かをしてもらうのが嫌だったのではないか 

・自分のボランティア観は間違っていたのではないか･･･？ 

・自分の「一人暮らしの老人は何かして欲しいんじゃないのか」という先入観が違っ

ていたことに気づいた 

・自分が何かしてあげるのではなく、何かをするという考え方に変えよう 

・自分の一方的な善意では意味が無い 

・人それぞれ考え方は違うのに、一方的な視点から物事をとらえてしまっていた 

・田中さんがつらくないようにするには、どうすればよいのか 

・田中さんは「やってもらっているから否定するのは申し訳ない」と思っていたので

はないか 

 

人が支え合い，共に生きていく上で必要なこと 

・自分の気持ちを相手との関係が崩れない範囲で伝える 

・何かをしてあげる方だけがいい気持ちになっているのであれば，それはただの自己満足

に過ぎない 

・「自分の方が上」という意識を持たない。自分が頑張りすぎなくてもいい 

・一人一人の価値観を知り，自分の価値観にとらわれすぎないことが大切 

・自分がもし困ったりしたら，一人で抱え込まずとりあえず誰かに頼ってみること 

・相手が必要としていることをする 

・気持ちを押しつけず，考える 

・色々なことを考えている人がいることを念頭に置く 

・片方にしてもらうのでは，申し訳なさから人間関係のバランスが崩れる 

 

授業を通して思ったこと・感じたこと 

 ・今回の道徳の授業を通して、ボランティアを格好良く見せるための材料にするのでな

く、自分からしようと思う気持ちを大切にしようと思った 

・両者がうれしい、ありがとうと思うには、自分は助ける・助けられるのどちらの立場で



もあることを理解するのが大切と思った 

・（最初の方の）加山さんみたいに「自分が全てしてあげよう」と思わずに、自分ができる

範囲で（行動し）、相手と対等な立場でいることが最も大切だと思った 

・自分の価値観にとらわれないことが改めて大切だと思った。人の考え方は自分の人生の

経験として深く関わっていくものだと思う。 

・頼る方も人を頼ることは悪いことではないのでとりあえず頼ってみる。 

・全部してあげる＝支える ､優しいんじゃなくて、その人ができるようになるために助け

ることが「支える」ことなのかなと思いました。 

・中井さんのような人がいても、不満に思うのではなく自分の意思で続けることで開いて

も変わってきて、またそれから新たに気づくことがあるので、そういったことを積み重ね

ていくことで人は成長する 

・人と仲良くする方法は ､大人になると忘れていくものなのかもしれない。これは子供の

方ができている気がずる。 

 

3．成果と課題 

 この教材のポイントである,「加山さんの何気ない世間話からの関係の変化」や「中井さ

んに気づかされた『してあげる』に対する反省」などは、子どもたちの発言からも多く出

された。しかし，実際の生活で理想とする「困っていたら互いに頼り,助け合う」というこ

とが本当にできるのか，中井さんが素直に頼ることができなかったように，提案するのと

実践するのとでは大きな隔たりがある点を十分押さえきれなかった。極力多くの子どもに

発言させる形式を取ったが、その分発言を授業者が吟味するようなやりとりが取れず、発

言を取り上げるだけの展開となったことが一つの要因としてあげられる。中学生ともなれ

ば、道徳の授業で積極的に発言する子どもが限られるようになり、それによって考えの偏

りが出てくる場合もある。できるだけ多くの意見を取りあげ、様々な考えに触れることも

必要ではあるが、ある程度考えの方向性が偏ってくればそれに対する突っ込みや、揺さぶ

りをかけることで、考えを深めることも可能である。50 分の授業の中で、子どもが教材を

読み込む時間、一人で考える時間、書いて考えをまとめる時間、考えを交流しさらに自分

の考えを深める時間、これまでの自分を振り返る時間のバランスをいかに授業者が考慮す

るかが特に道徳の授業では求められる。そして「考えを深めるきっかけとなる子どもから

の意見」を授業者が拾い上げるには、授業者自身が自己の価値観に固執することなく、子

ども同様に「自己の考えを見つめ直す」批判的思考スキルが必要とされるのではないだろ

うか。 



編 集 後 記 
 

本校は昭和 22 年の創立以来、自主・自立を校訓にして、「個性豊かな生徒」の育成をめざし、実践的

研究を進めて参りました。 

 池田キャンパスの附属小学校・附属高校との共同研究として、今年度は「社会とつながり明日を切り

拓く資質・能力の育成」を研究主題として主題として掲げ、研究に取り組んでいます。 

 本研究紀要は、本年度(2020 年度)のオンライン研究会の取り組みを中心に、各教科の研究成果をまと

めたものです。みなさまの率直なご意見、ご感想をお聞かせいただき、これからの研究に活かしたいと

考えております。 

 最後になりましたが、本研究を進めるにあたり常に温かく、また多様な視点からご指導いただきまし

た各先生方に感謝の意を表したいと思います。 

（研究部） 
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